
も く じ 

土佐清水市美術展覧会 

議会だより 

産業祭のおしらせ 

土佐清水市美術展覧会 

議会だより 

産業祭のおしらせ 

 2  

4～ 

14

 2  

4～ 

14
ぼくらの踊りで漁まねき！  ぼくらの踊りで漁まねき！  
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　脂がのり、最高においしい時期を迎える”土佐の
清水さば”。 
　この度、県立清水高等学校において、市漁業士連
絡協議会（松本秀夫会長）の主催で、魚さばき体験教
室を開催しました。 
　これは、同協議会と県土佐清水漁業指導所が計画し、
１匹の魚を、さばく事からおいしく食すまでの大切
さを指導し、土佐清水出身の子ども達が自信を持っ
て魚料理を作れる大人になってほしいとの願いか
ら実施されたものです。 
　ほとんどの高校生が魚をさばくことがはじめてで、
実習室のあちらこちらからは叫び声や歓声がおこ
る楽しい実習となりました。 

創立60周年記念式典・記念講演 
日 程　11月6日（金） 

7日（土）・8日（日）記念文化祭開催！ 
8日の終了後に餅なげを行います。 

お問い合せ 
0880-82-1236

清水高校生 
　　　をさばく 
清水高校生 
　　　をさばく 
清水高校生 
　　　をさばく 

第48回 第48回 

土佐清水市美術展覧会 土佐清水市美術展覧会 
　
さ
る
10
月
17
日
か
ら
22
日
の

期
間
中
、市
民
文
化
会
館
に
お
い

て
、
秋
の
恒
例
「
土
佐
清
水
市
美

術
展
覧
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
力
作
が
並
ぶ
今
年
の
展
覧
会
は
、

洋
画
70
点
、
日
本
画
28
点
、
書
道

49
点
、
写
真
76
点
、
工
芸
52
点
が

出
展
さ
れ
、次
の
と
お
り
入
賞
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。   

岡
本
　
英
香 

 

上
原
　
裕
子 

 

岡
林
　
勝
美 

 

岡
林
　
勝
美 

 

藤
井
　
敬
子 

  

沖
本
　
浩 

 

川
崎
　
松
岬 

 

山
下
明
日
美 

 

前
田
不
二
夫 

  

山
崎
　
拓
夫 

 

横
山
　
進
一 

 

小
橋
　
初
子 

 

下
元
か
お
る 

  

安
岡
　
優
鶴 

 

仮
谷
　
薫 

 

和
田
　
峯
雲 

 

山

　
勇 

 

山
崎
　
和
夫 

  

谷
　
　
律
枝 

池
　
　
典 

前
田
　
愛
輝 

泥
谷
　
光
信 

山
岡
　
昭 

弘
田
　
真
喜 

 

藤
井
　
正
勝 

川
村
　
杏
子 

亀
谷
　
安
子 

 

上
田
　
正
子 

清
水
綺
羅
里 

森
下
　
実
和 

中
山
　
正
次 

宮
地
　
里
果 

 

山
田
　
時
彌 

山
田
　

子 

角
田
　
和
鷹 

松
原
　
健
男 

川
添
　
浩
介 

 

林
　
　
貴
子 

大
西
　
幹
子 

林
　
　
洋
右 

辻
　
　
圓 

原
　
倶
昭 

  

中
山
　
卓
子 

沖
　
　
由
也 

 

新
井
　
綾
子 

 

乃
一
　
汐
美 

公
文
菜
留
未 

 

田
川
　
克
己 

寺
岡
　
洋 

 

北
代
　
可
也 

  

吉
田
　
和
子 

濱
崎
　
秀
嗣 

 

北
代
れ
い
子 

 

松
浦
　
真
知 

小
谷
　
香
雲 

 

富
田
　
時
則 

池
　
　
昌
晃 

 
浦
岡
　
鶴
子 

前
田
　
昭
代 

下
元
　
華
峰 

◆
特
選
市
長
賞
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
光
る
海
Ⅱ 

○
日
本
画
の
部 

　
春
の
ひ
と
と
き 

○
書
道
の
部 

　
臨 

張
玄
墓
誌
銘 

○
写
真
の
部 

　
雨
あ
が
り 

○
工
芸
の
部 

　
拍
手
の
お
こ
る
瞬
間 

◆
特
選
議
長
賞
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
め
で
た
き
海 

○
書
道
の
部 

　
夜
泊 

○
写
真
の
部 

　
よ
し
ッ
　
一
打
ホ
ー
ム
ラ
ン 

○
工
芸
の
部 

　
自
然
釉
我
ま
ま
に
・
作
品
Ｄ 

◆
特
選
教
育
長
賞
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
窓
辺 

○
書
道
の
部 

　
佛
心 

○
写
真
の
部 

　
夕
映
え 

○
工
芸
の
部 

　
黒
泥
土
桜
象
眼
花
器 

◆
褒
状（
商
工
会
議
所
会
頭
賞
）◆ 

○
洋
画
の
部 

　
滝
２ 

○
日
本
画
の
部 

　
花
揺
れ
て 

○
書
道
の
部 

　
松
樹
萬
歳 

○
写
真
の
部 

　
長
〜
い
一
日 

○
工
芸
の
部 

　
天
然
硯 

◆
褒
状
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
分
れ
道
の
樹 

　
採
石
工
場 

　
移
ろ
い 

　
魂
９
ー
０
９ 

　
燃
え
る
雲 

　
群
船 

○
日
本
画
の
部 

　
蝶（
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
） 

　
初
夏
の
う
た 

　
椿 

○
書
道
の
部 

　
美
し
き
花 

　
華 

　
舞 

　
良
寛
の
詩 

　
月
す
み
て 

○
写
真
の
部 

　
高
積
雲 

　
た
わ
む
れ 

　
ニ
ャ
ロ
メ 

　
道 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー 

○
工
芸
の
部 

　
森
の
番
人
・
時
の
流
れ
夜
〜
朝
へ 

　
格
子
丸
組
皿 

　
壷「
あ
け
ぼ
の
」 

　
里
山
の
春 

　
藁
灰
釉
茶
碗 

◆
新
人
賞
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
薔
薇 

　
海
底
Ａ 

○
日
本
画
の
部 

　
夕
映
え 

○
書
道
の
部 

　
波 

　
臨 

木
簡 

○
写
真
の
部 

　
ひ
と
休
み
２ 

　
笑
顔 

○
工
芸
の
部 

　
自
然
彩
・
い
に
し
え
の
作
品
④ 

◆
無
鑑
査
賞
◆ 

○
洋
画
の
部 

　
砕
石
場
跡 

　
花
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ 

○
日
本
画
の
部 

　
百
合 

○
書
道
の
部 

　
笙
の
笛 

　
逢
花 

○
写
真
の
部 

　
熟
練
技 

　
盆
の
宵 

◆
無
鑑
査
証
◆ 

○
洋
画
の
部 

○
日
本
画
の
部 

○
書
道
の
部 



3 1121

秋の交通安全運動 秋の交通安全運動 

　
今
年
も
、
９
月
21
日

か
ら
30
日
の
間
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
、
当
市
に

お
い
て
も
「
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
を
基

本
事
項
に
、「
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交

通
事
故
防
止
」「
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
」「
飲
酒
運

転
の
根
絶
」
の
３
点
を

重
点
目
標
に
、
様
々
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
交

通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

　
運
転
者
、
歩
行
者
と

と
も
に
気
を
付
け
、
事

故
の
な
い
土
佐
清
水

市
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

自
転
車
安
全
運
転
啓
発 

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

迷
惑
駐
車
追
放
裏
通
り 

　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
作
戦 

高
齢
者
交
通
安
全
教
室 

交
通
茶
屋 

飲
酒
運
転
追
放 

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

高齢者１万人訪問キャンペーン 
　９月２５日、市内の高齢者宅を中心に訪問・指導し、
高齢者の交通安全意識の高揚を図りました。 

交
通
安
全
協
会
支
部
表
彰 

　
９
月
24
日
、
市
野
瀬
で
交
通
茶
屋

を
実
施
し
ま
し
た
。シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
正
し
い
着
用
を
呼
び
か
け
、
土
佐

食
（
株
）
提
供
の
姫
か
つ
お
、
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
三

崎
支
所
提

供
の
お
餅
、

ヤ
ク
ル
ト
、

チ
ラ
シ
等

を
配
布
し

交
通
安
全

の
啓
発
を

行
い
ま
し

た
。 

　
９
月
28
日
、清
水
警
察
署
、交
通
安

全
協
会
、交
通
安
全
指
導
員
、ま
た
学

生
自
ら
も
参
加
し
て
清
水
中
学
校
、

清
水
高
校 

校
門
前
で

チ
ラ
シ
や

交
通
安
全

グ
ッ
ズ
を

配
布
し
、

自
転
車
の

安
全
利
用

に
つ
い
て

啓
発
を
行

い
ま
し
た
。 

　
９
月
24
日
、清
水
警
察
署
で
交
通
安

全
協
会
支
部
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
と
し
て
２
名
の
方
が
、功
労
団

体
と
し
て
幡
多
信
用
金
庫
様
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優

良
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し

て
一
般
個

人
13
名
、

清
水
高
校

生
７
名
が

表
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

　
９
月
29
日
、
浦
尻
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」で
施
設
の
皆
様
・

利
用
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、清

水
警
察
署
・
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

地
域
安
全
協
会
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
・

講
話
に

よ
り
高

齢
者
の

交
通
安

全
及
び

振
り
込

め
詐
欺

等
の
防

犯
意
識

の
高
揚

を
図
り

ま
し
た
。 

　
９
月
25
日
、清
水
警
察
署
、交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
指
導
員
が
参
加

し
て
飲
酒
運
転
の
危
険
性
・
反
社
会
性
・

責
任
の
重
大
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
市
内

の
飲
食
店

に
チ
ラ
シ

や
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ

ー
コ
ー
ス

タ
ー
等
を

配
布
し
、
飲

酒
運
転
の

根
絶
の
啓

発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

　
９
月
30
日
、
市
街
地
の
裏
通
り
を

中
心
に
迷
惑
駐
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
や

消
防
車
等
が

参
加
し
、
駐
車

禁
止
区
域
及

び
狭
い
道
に

お
け
る
駐
車

車
両
に
注
意
・

指
導
を
行
い

な
が
ら
、
緊
急

車
両
の
通
行

の
妨
げ
と
な

る
違
法
駐
車

の
追
放
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。 



９
月
定
例
会
の
概
要 

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で

開
会
し
、
市
長
か
ら
、
報
告
２
件
、
議

案
19
件
、
追
加
提
案
と
し
て
諮
問
案

２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
及
び

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
改
選
を
行

い
、
議
会
の
新
た
な
組
織
が
決
定
し

ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
、９
月
11
日
か
ら
15
日

の
日
程
で
行
な
わ
れ
、
11
人
の
議
員

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
に
よ
る
公
金
着
服
の

問
題
、
学
校
統
合
等
に
つ
い
て
の
質

問
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
期
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
か
ら
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し

て
行
っ
て
き
た
前
年
度
一
般
会
計
並

び
に
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
は
早

い
段
階
か
ら
結
論
を
出
し
、
次
年
度

に
生
か
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
会
期

中
に
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員

会
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
そ
の
審
査
結
果
に

つ
い
て
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
報

告
し
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
議

案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
認
定
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
追
加
提
案
の
あ
っ
た
諮
問
案

「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
も
同

意
し
ま
し
た
。 

　
議
員
か
ら
は
、「
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
を
求
め
る
意
見
書
」
、「
地

方
自
治
の
継
続
性
を
守
る
た
め
の
予

算
執
行
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
議

案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。 

意
　
見
　
書
（
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。） 

○
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る
意
見
書 

 

（
要
旨
）
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
の
た
め
、
被
爆
65
周
年
を
迎
え
る
２
０
１
０
年

　
　
　
　
に
開
か
れ
る
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
実
効
あ
る

　
　
　
　
核
兵
器
廃
絶
の
合
意
が
な
さ
れ
る
べ
く
核
軍
縮
・
不
拡
散
外
交
に
強
力
に
取
り
組

　
　
　
　
む
よ
う
政
府
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。 

◎
橋
本
　
敏
男 

　
◎
森
　
　
一
美 

　
◎
武
藤
　
　
清
　
岡

　
宣
男 

　
◎
岡
林
　
幹
造 

○
井
村
　
敏
雄 

　
○
西
原
　
強
志 

　
○
仮
谷
　
進
博
　
瀧
澤
　
　
満 

　
○
岡
林
　
喜
男 

　
峯
本
　
文
男
　 

　
小
川
　
豊
治
　 

　
森
　
　
一
美
　
岡
林
　
守
正
　 

　
小
川
　
豊
治 

　
永
野
　
　
修
　 

　
岡
林
　
喜
男
　 

　
小
川
　
豊
治
　
仲
田
　
　
強
　 

　
仮
谷
　
進
博 

　
岡
林
　
守
正
　 

　
岡

　
宣
男
　 

　
西
原
　
強
志
　
井
村
　
敏
雄
　 

　
橋
本
　
敏
男 

　
仮
谷
　
進
博
　 
　
瀧
澤
　
　
満
　 

　
岡
林
　
喜
男
　
橋
本
　
敏
男
　 

　
武
藤
　
　
清 

　
形
岡
　
　
一
　 

　
仲
田
　
　
強
　 

　
峯
本
　
文
男
　
岡
林
　
幹
造 

　
岡
林
　
幹
造
　 

　
武
藤
　
　
清
　 

　
永
野
　
　
修
　 

総
務
文
教
　
　
　 

産
業
厚
生
　
　
　 

予
算
決
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

議
会
運
営 

○
地
方
自
治
の
継
続
性
を
守
る
た
め
の
予
算
執
行
を
求
め
る
意
見
書 
 

（
要
旨
）
新
政
権
の
発
足
に
よ
る
政
策
の
見
直
し
、
税
制
の
改
革
、
制
度
の
変
更
に
あ
た
っ

　
　
　
　
て
は
、
平
成
21
年
度
予
算
及
び
同
年
度
第
１
次
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治

　
　
　
　
体
が
進
め
て
き
た
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
財
源
問
題
で
執
行
に
支
障
が
生
じ
る
こ

　
　
　
　
と
の
な
い
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

委
員
会
の
構
成
（
平
成
21
年
９
月
〜
）
　
　
　
　
　
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長 
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形
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９
月
11
日
・
14
日
・
15
日
の
３
日 

間
、11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を 

行
い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中 

か
ら
、要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
般
質
問 

森
　
一
美
　
議
員 

武
藤
　
清
　
議
員 

１
　
エ
コ
活
動
の
取
り
組
み 

 

（
質
問
） 

　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
現
況
は 

 

（
答
弁
） 

　
日
射
量
日
本
一
と
言
わ
れ
る
地

元
で
太
陽
光
発
電
設
備
を
利
用
す

る
事
は
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
が
、
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
る
所
は
29
件
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
活

用
し
て
新
事
業
を
展
開
す
れ
ば
雇

用
の
場
が
増
え
る
の
で
は 

 

（
答
弁
） 

　
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
は
、

高
知
県
や
先
進
自
治
体
等
で
や
っ

て
い
る
が
、
活
用
す
る
に
は
Co2
吸

収
量
の
精
密
な
計
算
が
必
要
で
時

間
が
か
か
り
、
当
市
で
は
ま
だ
計

算
さ
れ
て
い
な
い
。
　 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
戦
略
的
な
新
し
い
施

策
で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
と
共
に

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
25
％
削
減

を
打
ち
出
し
て
い
る
新
政
府
は
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
て
や

り
抜
く
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
各
自
治
体
へ
の
施
策
や

指
導
、
要
請
な
ど
は
今
ま
で
と
全

く
違
う
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
思

う
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
積
極

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
生
ゴ
ミ
乾
燥
機
購
入
の
補
助
に
つ

い
て 

 

（
答
弁
） 

　
四
万
十
市
で
購
入
補
助
を
し
て

い
る
が
実
施
効
果
は
ま
だ
検
証
し

て
い
な
い
と
の
事
で
あ
る
。 

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
上
で
、

Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
て
の
減
量
効
果
を

含
め
て
検
証
し
て
決
め
た
い
が
、

も
う
少
し
研
究
さ
せ
て
頂
き
た
い
。 

 

２
　
市
道
布
下
ノ
加
江
線
の

改
良
工
事
に
つ
い
て 

（
質
問
） 

　
市
道
布
下
ノ
加
江
線
改
良
工
事

の
進
捗
状
況
は 

 

（
答
弁
） 

　
県
道
の
工
事
が
進
み
、
キ
チ
ッ

と
安
全
に
通
れ
る
の
が
本
来
の
姿

で
あ
る
が
、
災
害
で
通
れ
な
い
時

の
迂
回
路
と
し
て
改
良
・
保
全
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
現
在
ま
で
に
平
成
16
年
以
降
退

避
所
３
カ
所
、
平
成
20
年
度
桃
の

木
谷
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
23
メ
ー
ト

ル
を
設
置
し
て
い
る
。 

　
深
谷
の
布
側
区
間
の
拡
幅
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
本
年
度
予
算
に

計
上
し
て
用
地
取
得
を
目
指
し
て

調
査
し
て
い
る
が
、
地
権
者
の
実

情
等
で
取
得
で
き
て
い
な
い
。
早

急
に
用
地
取
得
し
て
拡
幅
工
事
を

行
い
た
い
。 

　
当
路
線
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は

６
月
と
10
月
の
年
２
回
行
っ
て
い

る
が
、
成
長
が
速
い
の
で
道
路
隣

接
土
地
所
有
者
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。 

　
地
区
区
長
や
住
民
の
皆
様
か
ら

説
明
会
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

１
　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」

市
民
文
化
会
館
指
定
管
理
者
の

職
員
に
よ
る
公
金
流
用
事
件 

 

（
質
問
） 

　
流
用
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の

か 

 

（
答
弁
） 

　
当
該
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
の
公
金
管
理

に
対
す
る
意
識
の
欠
如
、
そ
れ
を

指
導
す
る
管
理
職
員
も
同
等
程
度

に
公
金
に
関
す
る
管
理
責
任
が
低

か
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
ど
う
対
応
す
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
指
摘
の
あ
っ
た
通
り
、
協
定
書

の
内
容
を
誠
実
に
実
行
す
る
よ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
、

同
時
に
行
政
側
の
管
理
指
導
を
徹

底
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
そ
れ
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
に
は

ど
う
対
応
す
る
か 

 
（
答
弁
） 

　
な
る
べ
く
全
員
を
活
用
す
る
方

向
で
、
万
全
の
体
制
を
期
し
た
い
。 

 

２
　
特
攻
基
地
の
あ
っ
た
鹿

児
島
県
鹿
屋
・
知
覧
の
平
和
記

念
館
を
視
察
し
て 

 

（
質
問
）
　 

　
太
平
洋
戦
争
末
期
、
知
覧
は
沖

縄
戦
へ
向
か
う
特
攻
の
基
地
が
あ

っ
た
。
現
在
「
平
和
記
念
館
」
と

し
て
資
料
収
集
を
行
い
、
全
国
か

ら
数
多
く
の
小
中
高
校
の
平
和
学

習
を
受
け
入
れ
て
い
る
。 

　
広
島
・
長
崎
も
重
要
な
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
知
覧
は
明

日
に
命
を
懸
け
る
若
者
の
、
肉
親

を
想
う
情
が
胸
を
う
つ
。
殺
伐
た

る
今
の
世
相
で
あ
る
が
故
に
、
現

在
の
若
者
に
当
時
の
実
情
を
伝
え

る
教
育
が
、
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
願
っ
て
、

自
ら
命
を
か
け
た
実
態
を
学
び
、

平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切
さ
を
知

る
こ
と
は
、
多
感
な
中
学
生
に
は

大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。

校
長
会
等
に
お
い
て
説
明
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
市
長
も
是
非
い
っ
て
み
て
は
い

か
が
？ 
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西
原
強
志
　
議
員 

（
答
弁
） 

　
時
間
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
秋
に

で
も
い
っ
て
み
た
い
。 

 

３
　
職
員
の
名
札
、
顔
写
真

入
り
で
も
っ
と
大
き
く
! ! 

 

（
質
問
） 

　
名
札
が
小
さ
く
見
に
く
い
。
自

分
の
名
札
を
市
民
に
し
っ
か
り
示

す
こ
と
は
、
市
民
か
ら
の
信
用
を

得
る
と
同
時
に
職
員
の
自
覚
を
促

す
こ
と
で
も
あ
る 

 

（
答
弁
） 

　
協
議
検
討
し
て
み
た
い
。 

１
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」職

員
に
よ
る
公
金
流
用
に
つ
い
て

　 （
質
問
） 

　
公
金
流
用
し
た
経
過
等
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
７
月
22
日
に
市
役
所
玄
関
に
設

置
し
て
い
る
投
書
箱
に
文
化
会
館

職
員
に
よ
る
使
用
料
の
私
的
流
用

に
つ
い
て
投
書
が
あ
り
調
査
し
た

結
果
、
私
的
流
用
の
事
実
を
理
事

長
が
認
め
た
。 

（
質
問
） 

　
関
係
職
員
の
処
分
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
庁
内
の
懲
戒
委
員
会
を
２
〜
３

回
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に

よ
る
事
実
関
係
を
把
握
し
、
一
定
の

考
え
方
を
も
っ
て
お
り
、
早
い
う

ち
に
関
係
職
員
の
処
分
を
決
め
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
今
回
の
事
件
を
受
け
て
市
民
文
化

会
館
の
指
定
取
消
し
を
早
々
と
決
定

し
た
こ
と
は
、高
く
評
価
し
て
い
る
が
、

こ
の
指
定
取
消
し
に
対
し
て
の
所
見 

 

（
答
弁
） 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
が
り
か
ら
の

準
備
不
足
等
、
そ
の
後
の
指
導
不

足
な
ど
反
省
も
あ
り
、
こ
れ
を
教

訓
と
し
て
万
全
の
指
導
を
行
う
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
指
定
に
伴
う
管
理
運
営

に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
市
民
文
化
会
館
等
は
、
平
成
22

年
３
月
31
日
で
契
約
関
係
が
切
れ

る
が
、
新
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
他
の
事

業
体
を
考
え
る
の
か
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
心
配
か
け
な
い
よ
う
な
万

全
な
体
制
を
検
討
し
た
い
。 

２
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
現
状
と
予
防
対
策
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
の
場
合
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
検
査
を
行
う
状
況
に
な

く
検
査
を
行
っ
て
い
な
い
。 

　
予
防
対
策
は
、
広
報
・
防
災
無
線
、

妊
婦
へ
の
予
防
に
関
す
る
資
料
の

送
付
、
運
動
教
室
や
糖
尿
病
予
防

教
室
で
の
チ
ラ
シ
等
配
布
し
注
意

喚
起
等
を
行
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
医
療
機
関
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
現
在
は
、
高
知
県
が
窓
口
に
な

っ
て
対
応
し
て
お
り
、
市
と
し
て

は
対
応
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
庁
内
に
設
置

し
て
い
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
会
議
」
に
お
い
て
協
議
を

行
い
、
県
や
福
祉
保
健
所
の
指
導

を
い
た
だ
き
対
応
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
感
染
予
防
対
策
に
対
す
る
市
長

の
決
意
は 

 

（
答
弁
） 

　
医
療
機
関
等
も
Ａ
型
で
あ
れ
ば

新
型
で
あ
る
と
み
な
し
て
治
療
を

徹
底
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
行
政
も
緊
張
感
を
も

っ
て
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。 

 

２
　
災
害
見
舞
金
及
び
貸
付

金
等
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
災
害
見
舞
金
及
び
貸
付
金
等
の

見
直
し
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
災
害
救
助
法
の
適
用
に
な
ら
な

い
小
規
模
な
エ
リ
ア
で
の
被
災
者

を
救
う
の
が
、
本
制
度
の
趣
旨
で

あ
り
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て
全
般

的
に
見
直
し
を
し
た
い
。 

仲
田
　
強
　
議
員 

１
　
職
員
採
用
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
来
年
度
21
名
の
職
員
採
用
に
至

っ
た
経
緯
と
原
状
を
問
う 

 
（
答
弁
） 

　
し
お
さ
い
の
看
護
師
は
、
８
月
末

で
１
名
の
退
職
が
あ
り
、
そ
の
補
充

の
た
め
。 

　
保
健
師
は
業
務
量
の
増
と
退
職

者
の
補
充
と
し
て
、
前
年
度
２
名
の

採
用
を
予
定
し
て
い
た
が
、
１
名
の

み
と
な
り
、
今
回
１
名
を
募
集
を
す

る
も
の
。 

　
保
育
士
は
、
定
年
退
職
者
５
名
と

早
期
退
職
者
３
名
、
本
年
度
採
用
予

定
者
１
名
が
辞
退
し
た
の
で
合
計

９
名
の
不
足
と
な
っ
て
い
る
た
め
。 

　
消
防
職
員
は
、
定
数
37
名
で
あ
る

が
、
実
質
35
名
で
任
務
を
遂
行
し
て

い
る
。
消
防
学
校
等
へ
の
入
校
や
、

現
在
の
３
部
制
勤
務
の
関
係
か
ら

最
低
当
直
人
員
等
の
確
保
も
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
場
対

応
・
初
動
体
制
の
充
実
の
た
め
増
員

す
る
も
の
。 

　
一
級
建
築
士
は
平
成
22
年
度
に

退
職
の
た
め
、
市
の
施
設
等
の
現
状

把
握
の
必
要
か
ら
１
年
前
倒
し
で

募
集
。 

　
一
般
職
に
つ
い
て
は
、
９
名
の
不

補
充
と
６
名
の
退
職
者
、
計
15
名
の

不
足
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら
。 

 

（
質
問
）
　 

　
民
意
と
逆
行
す
る
と
思
う
が
ど

う
か 

 

（
答
弁
）
　 

　
　
平
成
13
年
度
職
員
数
３
９
８
人
、

20
年
度
３
１
５
人
で
83
人
の
減
、 
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常
勤
的
臨
時
職
員
が
63
名
で
正
常

と
は
い
え
な
い
。 

　
前
市
長
の
努
力
は
評
価
す
る
が
、

長
期
療
養
な
ど
あ
る
中
で
、
あ
る

程
度
の
職
員
補
充
を
し
な
い
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
万
全
を
期
し
難
く
、

年
度
途
中
で
の
退
職
な
ど
考
慮
し
、

含
み
を
持
っ
て
21
名
程
度
と
発
表

し
た
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
杉
村
市
政
の
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
現
実
に
退
職
す
る
人
数
の
３
分

の
２
方
式
を
基
本
的
に
考
え
て
い
る
。 

行
革
大
綱
行
政
指
針
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
予
算
編
成
時
に
は
示
し
、

４
年
間
の
方
向
を
考
え
る
。 

 

２
　
退
職
手
当
債
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
退
職
手
当
債
の
借
入
状
況
及
び

21
年
度
の
予
想
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
４
年
間
の
借
入
総
額
は
８
億
９
，

７
０
０
万
円
で
、
利
子
総
額
は
１
億

３
，
６
６
６
万
円
と
な
る
。
今
年
度

か
ら
元
金
償
還
が
始
ま
り
、
今
年
度

は
元
金
、
利
子
を
合
わ
せ
て
３
，
３

６
１
万
円
で
、
ピ
ー
ク
時
の
23
年
度

で
は
１
億
３
７
６
万
の
償
還
額
と

な
る
。 

 

（
質
問
） 

　
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
べ
き

と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
退
職
手
当
債
の
長
期
見
通
し
に

つ
い
て
深
刻
に
考
え
て
い
る
。
支
給

率
や
民
営
化
の
方
向
等
当
初
予
算

編
成
時
に
、
中
長
期
の
方
針
を
出
し

た
い
。 

１
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
あ
し
ず
り
港
「
海
の
駅
」
に
設
置

さ
れ
る
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
の
開
設
に
要
す
る

事
業
費
、
特
徴
、
運
営
経
費
、
集
客
目

標
、経
済
効
果
は 

 

（
答
弁
） 

　
事
業
費
は
展
示
に
平
成
22
年
度

分
も
含
め
３
，
７
７
２
万
円
、
施
設

の
改
修
費
に
７
７
１
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。 

　
特
徴
・
コ
ン
セ
プ
ト
は「
拓
く
」。開

拓
の
拓
、チ
ャ
ン
ス
に
か
け
る
、飛
び

出
す
勇
気
、
時
代
に
先
駆
け
る
が
本

市
の
展
示
に
関
す
る
基
本
方
針
で
、

い
か
に
土
佐
清
水
市
を
ア
ピ
ー
ル
し

リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
か
を
テ
ー

マ
に
事
業
展
開
し
た
い
。
集
客
は
約

５
万
人
を
想
定
し
、３
億
７，
５
４
０

万
円
の
経
済
効
果
を
推
計
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
龍
馬
伝
、
放
送
後
の
海
の
駅
の
利

用
に
つ
い
て
、
単
に
一
年
間
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
捉
え
ず
リ
ピ
ー
タ
拡
大

の
方
策
や
今
後
の
観
光
振
興
を
見
据

え
た
事
業
展
開
が
必
要
で
は
な
い
か 

（
答
弁
） 

　
体
験
観
光
交
流
施
設
、
地
域
食
材

提
供
施
設
、
地
域
産
品
販
売
施
設
そ

れ
ぞ
れ
を
活
用
し
、
併
せ
て
観
光
圏

整
備
事
業
に
よ
る
情
報
発
信
機
能

の
充
実
強
化
策
や
観
光
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
整
備
な
ど

に
よ
り
、
幡
多
地
域
全
体
の
観
光
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
。 

 

２
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
対
策
等 

 

（
質
問
） 

　
県
内
、
市
内
の
発
生
状
況
、
患

者
発
生
時
の
対
応
策
は 

 

（
答
弁
） 

　
７
月
22
日
ま
で
に
県
内
33
名
の

確
認
、
市
内
は
Ａ
型
と
判
定
さ
れ
た

方
は
９
月
９
日
現
在
16
名
で
あ
る
。 

　
発
生
時
の
対
応
は
、
感
染
の
拡
大

を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
事
前
に
医
療

機
関
へ
連
絡
し
相
談
す
る
こ
と
が

好
ま
し
い
。
特
に
基
礎
疾
患
等
の
あ

る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
事
前
に

連
絡
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
よ
い

の
で
、こ
れ
ら
の
周
知
に
努
め
た
い
。 

 
（
質
問
） 

　
予
防
接
種
費
用
に
つ
い
て
、
市
独

自
の
軽
減
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い 

 

（
答
弁
） 

　
こ
の
病
気
に
対
す
る
一
番
の
弱

者
と
思
わ
れ
る
方
等
へ
の
助
成
制

度
を
検
討
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
経
済
に
致
命
的
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
の
な
い
予
防
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
の
場
合
、
観
光
事
業
で
の
予

防
対
策
を
特
に
注
意
し
て
行
い
た
い
。 

 

３
　
市
長
公
約
、
三
役
の
給
与

３
割
カ
ッ
ト
の
実
施
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
い
つ
か
ら
実
現
す
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し

て
、
12
月
議
会
に
条
例
を
出
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
審
議
会
に
か
け
な
く
て
も
付
則
で

給
与
カ
ッ
ト
出
来
る
の
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
庁
内
全
体
と
し
て
や
り
た
い
。
人

事
院
勧
告
、
他
市
の
動
向
に
よ
る
判

断
で
来
年
度
実
施
し
た
い
。 

岡
林
守
正
　
議
員 
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岡
　
宣
男
　
議
員 

峯
本
文
男
　
議
員 

１
　
前
Ｎ
Ｐ
Ｏ
一
職
員
の
横

領
と
思
慮
さ
れ
る
こ
と
に
端

を
発
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
民
法
の
原
則
で
あ
る
所
有
権
絶
対

の
原
則
・
契
約
自
由
の
原
則
・
過
失
責

任
の
原
則
か
ら
、本
件
の
問
題
点
は 

　 （
答
弁
） 

　
問
題
点
と
し
て
は
原
点
で
あ
る
信

義
誠
実
の
原
則
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
は
守
っ

て
い
な
い
。 

　
３
大
原
則
と
も
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、

職
員
へ
の
教
育
の
不
備
、
責
任
感

の
甘
さ
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
問
題

と
思
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
地
公
法
の
職
務
専
念
義
務
の
観

点
か
ら
疑
義
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、
使
用
料

を
毎
月
毎
月
納
入
す
る
と
い
う
職

責
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
手
法

な
り
、
指
示
、
指
導
不
足
に
問
題
が

あ
っ
た
。 

　 （
質
問
） 

　
本
件
は
刑
法
上
横
領
と
私
は
思
っ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
背
任
は
免
れ

な
い
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
刑
法
上
は
横
領
あ
る
い
は
背
任

に
あ
た
る
と
思
い
ま
す
。 

　 （
質
問
） 

　
刑
事
訴
訟
法
の
告
訴
・
告
発
の
義

務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か 

 

（
答
弁
）
　 

　
社
会
的
制
裁
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

実
質
的
損
害
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、

警
察
に
も
既
に
連
絡
を
し
て
い
る

こ
と
等
を
考
慮
し
、
告
発
は
し
な
い

と
判
断
し
た
。 

 

（
質
問
） 

　
本
件
発
覚
は
投
書
で
あ
る
が
、
投

書
が
な
け
れ
ば
闇
か
ら
闇
に
な
っ

た
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
そ
の
懸
念
は
あ
っ
た
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
は
組
織
的
に
取
り
組
む
体

制
の
構
築
を
図
れ 

 

（
答
弁
） 

　
今
後
文
化
会
館
の
使
用
料
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
上
司
の

決
済
を
受
け
、
所
管
課
に
関
係
書
類

と
と
も
に
現
金
を
納
入
す
る
こ
と
と

し
、
さ
ら
に
所
管
課
と
し
て
も
照
合

す
る
な
ど
適
切
に
処
理
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
次
の
指
定
管
理
者
選
定
時
に
は
、

契
約
書
に
遅
延
損
害
金
の
項
目
を
入

れ
た
ら
ど
う
か 

１
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」に
つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
土
佐
清
水
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

事
業
展
開
と
は 

 

（
答
弁
） 

　
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
展
示
並
び

に
ジ
ョ
ン
万
ハ
ウ
ス
の
資
料
等
を

活
用
し
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
誕
地

と
し
て
土
佐
清
水
市
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
一
方
で
、
地
域
素
材
を
活
用
し

た
地
域
特
産
品
販
売
事
業
や
観
光

交
流
事
業
な
ど
を「
海
の
駅
」で
実
施

す
る
こ
と
で
、
も
う
一
度
い
っ
て
み

た
い
土
佐
清
水
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

 

２
　
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て 

 

（
質
問
） 

　
生
産
加
工
し
て
い
る
商
品
は
何

種
類
か 

 

（
答
弁
） 

　
水
産
物
関
連
の
商
品
で
は
、「
清

水
さ
ば
」を
利
用
し
た「
竜
田
あ
げ
」、

「
漬
け
」、「
コ
ロ
ッ
ケ
」、「
さ
ば
団
子
」

な
ど
７
種
類
を
含
め
て
計
10
種
類

で
あ
る
。 

農
産
物
商
品
は
、
惣
菜
関
連
の
も
の

が
７
種
類
と
、小
夏
・
ポ
ン
カ
ン
の
果

汁
１
０
０
％
の
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ー
」や「
ゼ
リ
ー
」、「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」、

「
焼
き
菓
子
」な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
類
10

種
類
と
な
っ
て
お
り
、
総
計
27
種
類

の
商
品
を
製
造
加
工
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
生
産
材
料
の
仕
入
に
つ
い
て
問
う 

 
（
答
弁
） 

　
基
本
的
に
は
土
佐
清
水
産
の
原

材
料
を
使
用
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
「
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
従
業

員
は
現
在
何
名
か 

 

（
答
弁
） 

　
常
務
取
締
役
を
含
め
正
職
員
18
名
、

パ
ー
ト
２
名
、
ア
ル
バ
イ
ト
２
名

の
計
22
名
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
従
業
員
の
雇
用
見
込
み

に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
学
校
給
食
を
実
施
す
る
構
想
を

持
っ
て
お
り
、
実
施
さ
れ
る
と
な

れ
ば
、
40
名
程
度
の
雇
用
が
見
込

ま
れ
る
。 

３
　
給
与
の
カ
ッ
ト
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
人
事
院
が
官
民
比
較
を
行
い
、
大

幅
な
減
額
勧
告
と
な
っ
た
こ
と
を
市

長
は
重
く
受
け
止
め
、こ
の
賃
金
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
見
直
す
考
え
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
今
回
の
減
額
勧
告
と
こ
れ
ま
で

の
地
域
給
の
実
態
を
含
め
て
ど
う

い
う
条
例
案
を
出
す
か
充
分
時
間

を
か
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
真
に
賃
金
カ
ッ
ト
は
必
要
な
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
三
役
、
議
員
を
含
め
て
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
答

申
を
尊
重
す
る
中
で
、
関
係
者
と

充
分
話
し
合
い
、
一
定
の
了
解
を

得
て
、
12
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。 
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永
野
　
修
　
議
員 

小
川
豊
治
　
議
員 

１
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　 （
質
問
） 

　
被
害
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か 

（
答
弁
） 

　
被
害
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

捕
獲
実
績
も
大
幅
な
伸
び
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
捕

獲
檻
を
20
基
導
入
し
た
こ
と
や
区

長
等
が
率
先
し
て
免
許
取
得
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
り
、

今
後
も
檻
の
増
設
や
わ
な
免
許
の

取
得
の
推
進
に
努
め
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
野
生
動
物
進
入
シ
ス
テ
ム
等
設

置
事
業
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
３
戸
以

上
の
連
担
す
る
耕
作
地
で
対
象
資

材
は
電
牧
線
等
一
式
、
溶
接
金
網

及
び
杭
等
で
あ
る
。
補
助
率
は
資

材
購
入
費
の
２
分
の
１
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
鳥
獣
対
策
に
伴
う
予
算
措
置
は 

　 （
答
弁
） 

　
平
成
20
年
度
は
報
償
金
と
し
て

３
６
６
万
２
千
円
を
支
出
。
鹿
に

つ
い
て
は
県
が
２
分
の
１
を
補
助
、

狩
猟
期
間
中
は
県
費
１
０
０
％
の

補
助
を
い
た
だ
い
た
。
鳥
獣
被
害

対
策
事
業
補
助
金
は
１
３
６
万
４

千
円
を
支
出
し
て
い
る
。 

 

（
答
弁
） 

　
先
例
も
ふ
ま
え
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。 

 

２
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
排
水
と

稲
作
と
の
関
連
調
査
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
第
三
セ
ク
タ
ー
直
近
の
水
田
に

お
い
て
排
水
が
原
因
か
ど
う
か
科

学
的
な
根
拠
は
な
い
が
、
う
な
ぎ
が

極
端
に
弱
弱
し
く
な
っ
た
り
、
水
田

に
通
常
の
肥
料
し
か
や
っ
て
い
な

い
の
に
、
稲
が
倒
れ
る
、
排
水
と
の

関
連
調
査
を
お
願
い
し
た
い
、
と
の

声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
調
査
は 

 

（
答
弁
） 

　
排
水
が
原
因
か
、
管
理
が
原
因
か

は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
が
、今
後
充

分
確
認
し
、必
要
で
あ
れ
ば
、第
三
セ

ク
タ
ー
の
方
に
要
請
、指
導
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。 

１
　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」

の
公
金
横
領
事
件
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
文
化
会
館
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み

ず
」
へ
指
定
管
理
委
託
す
る
ま
で
の

経
過
と
職
員
体
制
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
文
化
会
館
の
委
託
は
平
成
15
年

度
か
ら
３
年
間
は
通
常
の
管
理
委
託
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
現
在
ま
で
自

治
法
改
正
に
よ
り
指
定
管
理
者
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」
に
管
理
代
行
を

委
託
し
て
い
る
。 

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」
の
役
員

は
理
事
長
１
名
、
副
理
事
長
２
名
、

監
事
２
名
で
職
員
は
４
名
で
い
ず

れ
も
正
職
員
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
今
回
の
事
件
で
理
事
長
に
は
館

長
な
ど
職
員
に
対
す
る
管
理
責
任

は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
理
事
長
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
」

の
総
責
任
者
で
あ
り
管
理
責
任
は

当
然
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
役
所
か
ら
館
長
に
直
接
請
求

が
あ
る
ま
で
館
長
は
文
化
会
館
使

用
料
を
市
へ
納
入
し
て
い
な
い
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
が
理
解
に
苦
し
む
、
何
か
原
因
や

理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
館
長
は
生
涯
学
習
課
か
ら
の
連

絡
で
初
め
て
知
っ
た
よ
う
だ
、
館

長
と
担
当
者
の
事
務
確
認
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と

思
わ
れ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
役
所
職
員
は
使
用
料
を
納
入

す
る
よ
う
何
回
か
催
促
し
た
よ
う

だ
が
、
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
あ

る
。
他
に
も
指
示
や
指
導
に
従
わ
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
使
用
料
の
件
以
外
に
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん 

 

（
質
問
） 

　
教
育
委
員
会
は
今
回
の
事
件
を

教
訓
に
監
査
を
ど
の
よ
う
に
見
直

し
改
善
し
て
い
く
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
公
金
管
理
の
重
要
性
な
ど
基
本

的
事
項
に
つ
い
て
指
導
し
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
厳
正
な
指
導
を
行
い
、
当

該
年
度
終
了
後
の
監
査
は
も
と
よ
り
、

年
度
途
中
の
指
導
監
査
も
行
い
、

遺
漏
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
事
件
を
教
訓
に
職
員
研
修
の
充

実
を
図
り
市
民
の
信
頼
回
復
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
職
員
は
日
頃
か
ら
仕
事
に
関
す

る
知
識
や
能
力
の
向
上
に
努
め
、

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、

誠
意
を
も
っ
て
市
民
に
接
す
る
日
々

の
積
み
重
ね
が
信
頼
関
係
を
築
く

事
に
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。 

　
職
員
は
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
今
回
の
事
件
を
謙
虚

に
受
け
止
め
、
市
民
の
信
頼
回
復

に
向
け
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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橋
本
敏
男
　
議
員 

１
　
西
村
市
政
の
行
政
改
革
大

綱
の
最
終
期
限
を
見
据
え
て
、

杉
村
市
政
の
行
政
改
革
の
姿
は 

 

（
質
問
） 

　
西
村
市
政
に
お
け
る
定
数
管
理

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
西
村
市
政
で
の
職
員
定
数
管
理

は
率
直
に
評
価
し
て
い
る
が
、
少

し
や
り
す
ぎ
た
と
の
印
象
が
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
西
村
市
政
で
は
「
必
要
な
職
員
数

の
減
少
に
よ
り
事
務
執
行
に
支
障

を
来
た
し
、
そ
の
結
果
、
職
員
の

健
康
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
可
能

性
が
あ
り
、
今
後
は
医
学
的
・
科

学
的
な
検
証
を
行
な
う
」
と
い
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の
か
、

ま
た
、
科
学
的
な
検
証
で
労
災
認

定
し
て
保
障
す
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
15
年
に
多
額
の
委
託
料
を

払
っ
て
、
民
間
機
関
に
診
断
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
参
考

に
な
ら
な
い
デ
ー
タ
で
あ
り
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

　
労
災
認
定
に
つ
い
て
は
、
そ
こ

ま
で
の
考
え
が
及
ん
で
な
く
、
検

討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
前
市
政

の
２
分
の
１
不
補
充
か
ら
３
分
の

１
不
補
充
を
基
本
に
定
数
管
理
を

行
っ
て
い
く
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
当
面
は
こ
れ
で
や
っ
て
い
け
る

自
信
が
あ
り
ま
す
し
、
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
国
の
示
す
試
算
職
員
数
や
類
似

団
体
職
員
数
で
試
算
し
た
定
数
モ

デ
ル
１
７
１
人
と
本
市
職
員
数
を

比
較
し
た
ら
、
圧
倒
的
に
職
員
数

が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か 

 

（
答
弁
） 

　
国
の
統
計
的
な
数
は
参
考
に
は

な
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
職
員
数
を

減
ら
す
と
い
う
結
論
に
は
な
ら
な
い
。 

 

２
　
土
佐
清
水
市
小
中
学
校
統

廃
合
プ
ラ
ン 

 

（
質
問
） 

　
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
決
定
と
市
長
答
弁
が
真
っ

向
か
ら
対
立
し
た
構
図
で
あ
る
が
、

公
約
し
た
市
民
に
説
明
責
任
を
ど

う
果
た
す
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
公
約
を
守
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

白
紙
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
っ
た

ん
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
絶
対
し
な
い
と

い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
任
期
中
は
や
ら
な
い

と
い
う
方
針
で
あ
り
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
任
期
中
は
や
ら
な
い
と
な
る
と

教
育
委
員
会
は
完
全
に
麻
痺
し
て

し
ま
う
状
況
に
な
り
、
教
育
行
政
は

大
打
撃
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
教
育
委
員
会
は
教
育
委
員
会
の

責
任
を
果
た
せ
ば
よ
い
が
、
私
は

自
分
の
公
約
ど
お
り
任
期
中
は
や

ら
な
い
と
い
う
方
向
を
貫
く
つ
も

り
で
い
る
の
で
、
教
育
委
員
会
も

当
然
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
住
民

と
の
対
話
に
臨
む
の
で
は
な
い
か

と
希
望
し
て
い
る
。 

（
質
問
） 

　
補
助
基
準
の
見
直
し
は
で
き
な

い
か 

 

（
答
弁
） 

　
補
助
金
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
す
る
。
箱
わ
な
の
増
設

が
で
き
な
い
か
考
え
た
い
。
国
、

県
の
施
策
の
動
向
を
見
る
と
と
も

に
市
独
自
の
施
策
も
含
め
細
や
か

な
対
応
を
し
た
い
。 

 

２
　
農
産
物
の
特
産
品
開
発
と

実
績
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
特
産
品
の
取
り
組
み
の
経
過
と

現
状
に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
過
去
に
酒
造
好
適
米
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
葉
の
パ
ウ
ダ
ー
化
、
米
の

春
陽
、
高
糖
度
玉
ネ
ギ
、
土
佐
紅
、

足
摺
芳
香
パ
イ
ン
、
新
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
新
品
種
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
等

が
あ
る
。
そ
の
中
で
高
糖
度
玉
ネ
ギ
、

足
摺
芳
香
パ
イ
ン
、
新
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
評
判
も
良
く
販
路
も
拡
大

さ
れ
て
い
る
。
新
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
昨
年
１
６
０
ア
ー
ル
の
栽
培
面

積
が
今
年
は
５
０
０
ア
ー
ル
と
急

増
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
農
業
所
得
の
向
上
に
向
け
て
基

本
的
な
考
え
方
は 

 

（
答
弁
） 

　
自
家
菜
園
農
家
と
企
業
的
農
家
と

を
分
け
る
べ
き
と
基
本
的
に
考
え
て

い
る
。
当
面
は
特
産
品
を
奨
励
し
て

市
も
あ
る
程
度
援
助
を
し
、
継
続
的

に
商
品
化
し
て
所
得
に
繋
が
る
よ
う

気
長
く
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
（
質
問
） 

　
特
産
品
に
一
定
の
補
助
は
で
き

な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
財
政
基
盤
が
弱
い
の
で
所
得
補
償

ま
で
は
約
束
で
き
な
い
が
精
一
杯
の

助
成
は
考
え
た
い
。
５
年
ほ
ど
は
利

子
補
給
も
含
め
て
強
化
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 
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岡
林
喜
男
　
議
員 

執
行
部
発
言
に
食
い
違
い
! ?

市
長
に
統
一
見
解
を
要
請
 

 　
今
議
会
、
一
般
質
問
中
、
議
員
の

学
校
統
合
に
関
す
る
同
一
の
質
問
に

対
し
て
、
市
長
と
教
育
長
の
答
弁
に

食
い
違
い
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
す

で
に
新
聞
報
道
等
で
ご
存
知
の
方
も

多
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
こ
と
は
、
議
会
運
営
の
み
な

ら
ず
、
学
校
統
合
と
い
う
苦
渋
の
選

択
を
強
い
ら
れ
る
関
係
住
民
を
も
混

乱
に
招
き
か
ね
な
い
問
題
と
し
て
、

議
会
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
市
長
に
対
し
統
一
見
解
を
示
す

よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
し
た
。
 

　
結
果
、
今
期
定
例
会
最
終
日
の
議

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
市
長
よ

り
統
一
見
解
が
示
さ
れ
、
そ
の
旨
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
が
本
会
議
で

報
告
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
委
員
長

報
告
を
掲
載
し
ま
す
。
 

 ○
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
報
告
 

 　
今
期
定
例
会
一
般
質
問
の
中
で
、土

佐
清
水
市
立
小
・
中
学
校
統
合
実
施
プ

ラ
ン
に
対
す
る
教
育
長
と
市
長
の
答

弁
に
食
い
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、関
係
住
民
が
混
乱
を
招
く
問
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
議
会
と
し
て
統
一

見
解
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
は
、「
新
聞
報
道
さ
れ
て

い
る
と
お
り
で
す
け
ど
、私
は
自
分
の

選
挙
中
の
公
約
、そ
の
後
の
自
分
の
考

え
方
も
含
め
て
、で
き
れ
ば
４
町
１
校

ぐ
ら
い
は
残
し
た
い
と
い
う
信
念
の

も
と
答
弁
し
た
。」と
い
う
も
の
で
、こ

れ
に
対
し
教
育
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の

教
育
委
員
会
の
活
動
を
ふ
ま
え
て
答

弁
し
た
。結
果
と
し
て
齟
齬（
そ
ご
）が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
最
終
的
に
私

が
教
育
委
員
会
の
動
き
、な
い
し
は
住

民
と
の
対
話
に
つ
い
て
、一
定
の
結
論

が
出
て
、そ
れ
が
教
育
委
員
会
で
了
と

さ
れ
た
ら
、
そ
の
内
容
を
尊
重
し
、
自

分
が
譲
歩
す
る
こ
と
で
統
一
見
解
と

し
た
い
」と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

１
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
カ
ラ
ス
に
捕
獲
報
償
金
制
度
の

適
応
を 

 

（
答
弁
） 

　
今
の
段
階
で
は
金
額
に
つ
い
て

は
言
え
な
い
が
、
ど
の
程
度
ま
で

出
せ
る
か
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。 

 

２
　
廃
校
施
設
の
管
理
・
活
用
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
希
望
者
が
い
る
場
合
は
、
積
極
的

対
応
を 

 

（
答
弁
） 

　
積
極
的
に
有
効
利
用
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。 

 

３
　
医
療
保
障
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
国
保
税
滞
納
世
帯
は
４

７
８
世
帯
で
、
全
体
の
12．
２
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
弱
い
立

場
に
あ
る
人
た
ち
の
健
康
や
生
命

が
守
れ
な
い
現
実
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

　
生
活
困
窮
国
保
世
帯
へ
の
対
応

を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
ど
う
い

う
対
応
が
で
き
る
の
か
考
え
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
減
免
や
生
活
保
護
等
の
相
談
が

可
能
と
な
る
よ
う
市
民
課
と
福
祉

事
務
所
の
連
携
強
化
を
図
り
、
適

切
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
適
用
さ

れ
改
善
が
図
ら
れ
る
行
政
対
応
を 

 

（
答
弁
） 

　
内
部
の
問
題
で
あ
り
、
副
市
長

を
中
心
に
充
分
調
整
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
窓
口
負
担
が
心
配
で
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
い
人
た
ち
を
救
済
す

る
た
め
に
、
早
急
に
国
保
一
部
負

担
金
減
免
制
度
実
施
を 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
し

て
い
る
豊
見
城
市
が
実
施
し
て
い
る
。

　
早
急
に
そ
の
資
料
を
取
り
寄
せ
、

本
市
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

（
質
問
） 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
の
認
識 

 

（
答
弁
） 

　
特
定
検
診
な
ど
、
非
常
に
具
体

的
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
、
こ
れ

も
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。 

 

４
　
教
育
問
題
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
学
校
統
合
は
慎
重
に 

 

（
答
弁
） 

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
児
童

生
徒
の
見
込
み
な
ど
を
提
供
し
た

上
で
、
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
て
い

た
だ
き
、
保
護
者
に
ご
判
断
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
（
質
問
） 

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
の

認
識
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
３
年
間
や
っ
て
み
て
、
あ
る
程

度
実
態
が
把
握
で
き
、
所
期
の
目

的
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
る
。 

 

（
質
問
） 

　
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
に
勝
つ
た

め
の
競
争
教
育
で
は
、
個
性
・
創

造
力
は
養
わ
な
い
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
知
育
ば
か
り
に
偏
ら
ず
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も

を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。 
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■
委
員
長
報
告（
要
旨
）
 

  ○
予
算
決
算
常
任
委
員
会
 

 １
　
議
案
第
51
号
 
平
成
20
年
度
土
佐

清
水
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
 

 　
社
会
体
育
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
 

　
１
カ
月
分
の
使
用
料
が
月
締
に
よ

り
生
涯
学
習
課
へ
納
入
さ
れ
た
後
、担

当
課
と
し
て
も
使
用
報
告
書
・
領
収
書

等
関
係
書
類
を
確
認
後
、会
計
課
へ
納

入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、１
カ
月
間
体
育
館
へ
使
用
料
を
預

か
る
形
と
な
り
、
今
回
の
文
化
会
館

の
件
を
ふ
ま
え
、
十
分
な
管
理
に
努

め
、
担
当
課
と
し
て
も
厳
重
な
チ
ェ

ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
金
で

あ
る
こ
と
か
ら
法
令
等
遵
守
し
、
そ

の
納
入
は
、
即
納
に
努
め
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
請
い
た
し

ま
し
た
。
 

　
 

　
幡
多
広
域
租
税
債
権
管
理
機
構
負

担
金
に
つ
い
て
 

　
機
構
へ
の
移
管
に
よ
り
、
納
付
意

思
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
滞
納
者
に
つ

い
て
も
機
構
移
管
後
に
は
完
納
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、

債
権
の
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
機
構
と
の
連
携
を
密
に
し
、

徴
収
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
了
承
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
 

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
 

　
市
内
で
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
少
な
い
た
め
、
市
外
で
の
利
用

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
自
立
支
援
給

付
費
も
市
外
の
施
設
へ
支
払
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
市
内
で
も
提
供
で

き
る
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
 

　
保
育
所
運
営
費
に
つ
い
て
 

　
保
育
所
運
営
に
係
る
経
費
が
、
市

の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
で
あ

り
、
今
後
、
児
童
の
推
移
を
見
な
が

ら
財
源
的
部
分
も
含
め
、
現
在
の
７

園
を
ど
う
す
る
の
か
、
新
た
な
統
合

が
で
き
る
の
か
、
模
索
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
 

　
委
員
か
ら
、
単
な
る
削
減
の
方
向

を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
的
な

保
育
所
運
営
に
係
る
展
望
等
を
示
す

よ
う
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
物
産
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
 

　
本
事
業
は
、
委
託
料
の
ほ
か
、
市

費
を
投
入
し
て
職
員
が
参
加
し
て
い

る
が
、
委
託
契
約
の
性
質
か
ら
、
そ

の
関
与
の
仕
方
や
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
委
託
し
た
状

況
の
中
で
、
職
員
が
事
業
を
支
援
す

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
出
張
す
る

こ
と
の
目
的
意
識
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
他
、
市
が
委
託
す
る

業
務
に
つ
い
て
も
職
員
が
支
援
す
る

な
ど
同
様
の
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら

委
託
事
業
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
と

も
に
一
定
の
精
査
が
必
要
で
は
な
い

か
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
ま
た
、
平
成
20
年
度
土
佐
清
水
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
に

あ
た
り
、
歳
入
中
、
従
来
か
ら
指
摘

し
て
い
る
債
権
に
つ
き
ま
し
て
、
こ

こ
１
年
間
の
徴
収
状
況
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
効
果
が
表

れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
、
過
去
何

年
も
経
過
し
て
い
る
債
権
な
ど
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
処
分
に
つ

い
て
、
一
定
の
政
治
的
判
断
も
必
要

で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
 

 　
歳
出
中
、
不
用
額
に
つ
き
ま
し
て
、

膨
大
な
不
用
額
が
生
じ
て
い
る
科
目
、

執
行
が
な
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
不
用
額

が
残
っ
て
い
る
科
目
、
前
回
指
摘
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
の
不
用

額
が
生
じ
て
い
る
科
目
な
ど
も
見
受

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
予
算

計
上
や
予
算
執
行
に
あ
た
り
、
ま
た

減
額
補
正
な
ど
不
用
額
の
処
理
に
つ

い
て
も
十
分
配
慮
す
る
よ
う
要
請
い

た
し
ま
し
た
。
 

 ２
　
議
案
第
58
号
 
平
成
20
年
度
土
佐

清
水
市
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
 

 　
未
収
金
対
策
に
つ
い
て
、
ど
う
処

理
し
て
い
く
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

債
権
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
他
の
課

に
も
数
件
の
回
収
困
難
な
債
権
が
残

存
し
て
お
り
、
欠
損
処
分
等
も
考
え

ら
れ
る
が
、
公
平
さ
を
欠
く
こ
と
と

な
ら
な
い
よ
う
、
議
会
終
了
後
、
直

ち
に
市
と
し
て
の
全
体
的
な
対
策
を

講
じ
る
た
め
の
会
議
を
開
催
し
、
徴

収
の
強
化
、
処
分
等
を
検
討
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
り
、
抜
本
的
な
改
善

を
図
る
と
と
も
に
未
収
金
の
解
消
に

努
め
る
よ
う
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
 

 　
な
お
、
決
算
審
査
を
通
じ
ま
し
て
、

次
年
度
の
予
算
に
反
映
す
る
よ
う
意

見
が
あ
っ
た
事
項
や
各
委
員
か
ら
指

摘
の
あ
っ
た
事
項
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
予
算
編
成
・
予
算
執
行
に
お

い
て
も
十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う
要
請

い
た
し
ま
し
た
。
 

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

 １
　
議
案
第
61
号「
土
佐
清
水
市
職
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」 

 　
こ
の
条
例
案
は
、消
防
職
員
採
用
後

１
年
未
満
の
職
員
に
つ
い
て
は
定
数

外
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
旨
の
新
設

条
例
案
で
あ
り
ま
す
が
、
委
員
か
ら
、

条
例
案
の
趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
は
反

対
で
は
な
い
が
、対
象
を
１
年
未
満
に

限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、病
気
療
養

や
他
の
研
修
な
ど
様
々
な
場
合
に
対

応
で
き
る
中
身
で
は
な
い
。多
角
的
な

対
応
で
は
な
く
画
一
的
な
内
容
で
あ

る
。一
定
想
定
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て

は
踏
襲
を
し
て
、も
っ
と
精
度
の
高
い

提
案
へ
修
正
を
求
め
る
。と
の
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
が
、賛
成
多
数
で
可

決
い
た
し
ま
し
た
。 
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議会日誌 議会日誌 

２１日 

２２日 

２７日 

３０日 

２日 

４日 

７日 

１３日 

１０日 

１０日 

２０日 

２６日 

３日 

７日 

８日 

３０日 

平成２1年度土佐清水地区地域安全協会総会 

平成２１年度国道３２１号改良促進期成同盟会総会 

全国市議会議長会第１３５回社会文教委員会（東京都） 

平成２１年度高知県市町村議会議員研修会（高知市） 

国道３２１号以布利バイパス開通式 

四国横断自動車道高知県建設促進期成会平成２１年度通常総会（四万十市） 

姉妹都市スポーツ交流レセプション 

幡多三市議会議長懇談会（四万十市） 

議会運営委員会 

議会だより編集委員会 

総務文教常任委員会 

産業厚生常任委員会 

第１０５回高知県市議会議長会臨時総会（土佐清水市） 

議会運営委員会 

９月定例会開会 

９月定例会閉会 

７月 

９月 

８月 

○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局（TEL８２－１１１２）まで 

　お問い合わせください。 

○次回の開会予定は１２月初旬です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知らせいたします。 

○会議の詳しい内容は会議録をご覧下さい。 

　定例会の一般質問など会議での発言を記録した「会議録」を作成して 

　います。製本は次期定例会頃となります。どなたでも閲覧できますの 

　で、市民図書館・議会事務局へおこしください。 

岡
林
　
幹
造 

岡
林
　
喜
男 

小
川
　
豊
治 

仮
谷
　
進
博 

橋
本
　
敏
男 

武
藤
　
　
清 

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
　 

編
　
集
　
委
　
員
　
会 

編
集
後
記 

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
壮
健
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
去
る
９
月
議
会
に
お
い
て
委
員
会
の

改
選
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
ま
し
て

新
し
い
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が
発

足
い
た
し
ま
し
た
。 

　
当
委
員
会
で
は
、
毎
定
例
会
終
了
後
、

議
会
の
開
催
状
況
や
一
般
質
問
の
内
容

等
を
広
く
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
議
会

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
編
集
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
８
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
国

政
選
挙
で
は
政
権
交
代
実
現
と
い
う
日

本
の
政
治
史
に
残
る
結
果
と
な
り
、
今

後
地
方
行
政
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

の
か
、
議
会
と
し
て
新
政
権
に
よ
る
政

策
を
注
視
し
、
対
応
す
る
論
議
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
も
長
期

に
わ
た
る
経
済
不
況
か
ら
経
済
活
動
の

底
上
げ
を
図
り
、
活
力
の
あ
る
市
政
、

即
ち
市
政
の
活
性
化
が
最
大
の
課
題
で

あ
り
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も

あ
り
ま
す
。 

　
議
会
だ
よ
り
に
は
、
こ
れ
ら
本
市
議

会
で
の
取
り
組
み
等
も
掲
載
し
、
紙
面

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
皆
様
の
一
層
の
ご
指

導
と
ご
支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

委
員
長
　
岡
林
幹
造 
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土佐清水市 
第26回 

産  業  祭 

第３回 第３回 

日時　１２月５日（土） 
　　　　午前９時３０分～午後４時 
　　　１２月６日（日） 
　　　　午前９時００分～午後３時 
場所　土佐清水市西町 
　　　県合同庁舎前広場（越港） 

日時　１２月５日（土） 
　　　　午前９時３０分～午後４時 
　　　１２月６日（日） 
　　　　午前９時００分～午後３時 
場所　土佐清水市西町 
　　　県合同庁舎前広場（越港） 

※今年の場所は、西町・県合同庁舎前に 
　変更となりました。 
※今年の場所は、西町・県合同庁舎前に 
　変更となりました。 

○コマ料は、２日間で１コマ当たり（テント 

　１張り分）6,000円（市内業者）とします。 

○コマ割りは、事務局が決定します。 

○応募締切は１１月１３日（金）です。 

　※応募多数の場合は抽選とさせていただく

　　場合があります。 

○コマ料は、２日間で１コマ当たり（テント 

　１張り分）6,000円（市内業者）とします。 

○コマ割りは、事務局が決定します。 

○応募締切は１１月１３日（金）です。 

　※応募多数の場合は抽選とさせていただく

　　場合があります。 

○白山洞門・金剛福寺ライトアップ 
○シンボルツリーイルミネーション 
○キャンドルカフェ 
○ミニコンサート11/21（土）、11/22（日） 
　の午後5：30～、7：00～ 

日時　１１月２０日（金）～２３日（月・祝） 
　　　　　　午後4：30～9：00 
場所　足摺岬先端園地～万次郎足湯 

日時　１１月２０日（金）～２３日（月・祝） 
　　　　　　午後4：30～9：00 
場所　足摺岬先端園地～万次郎足湯 

満点の星の下 
キャンドルに 
彩られた道で 
ゆったりした 
時間を 

過ごしませんか？ 

お申込み・お問い合せ 

市役所水産商工課　Tel82-1114（直通） 

出
店
者
募
集 

足摺　　らり 足摺　　らり き き き 

清水(越)漁港 

西 町 

会 場 会 場 会 場 駐車場 

県合同庁舎 

駐
車
場 

駐
車
場 

駐
車
場 

１　今回のワクチンの接種の目的 
　《感染防止を目的とするものではないことに留意》  
　①死亡者や重症者の発生をできる限り減らす 
　②患者が集中発生することによる医療機関の混乱を極
　　力防ぎ、必要な医療提供体制を確保する 
 
２　接種の実施について  
　・国は、受託医療機関との間で、予防接種に関する委託
　　契約を締結します。 
　・受託医療機関は、国との委託契約に基づき、優先接種
　　順位に従い、優先接種対象者を確認のうえ、原則とし
　　て予約制により接種を実施します。 
　＊ワクチン接種の正確な開始時期は、決定しだい周知する予定
　　です。現時点ではあくまでも目安ですのでご了承下さい。 
 
３　優先的に接種する対象者について 

　新型インフルエンザワクチンの接種について、厚生労
働省よりワクチン接種の目的、優先的に接種する対象者
等について通知がありましたのでお知らせします。　な
お、厚生労働省による平成21年10月１日付け「今後の新
型インフルエンザ対策について」に基づいた内容であり
今後変更になる場合がありますのでご了承下さい。  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
に
つ
い
て 

＊上記以外の者に対する接種については、上記の者への 
　接種状況等を踏まえて対応する。 
（参考）：「ワクチンの接種回数について」 国は、２回接種を前提としていま 
　　　　すが、今後の臨床試験の結果等を踏まえ、見直す可能性があります。 

※地域によって、若干異なる場合があります。 

※ワクチン接種は予約制です。医療機関へご連絡のうえ受診して下さい。 

対象者 医療機関 

入院患者のみ 土佐清水病院 

通院･入院患者のみ 

通院･入院患者 
それ以外の方 

松谷病院・松谷内科・安田医院 
平野医院 

渭南病院・足摺病院  
かずクリニック・足摺岬診療所 

※地域によって、若干異なる場合があります。 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

対　　象　　者 

①インフルエンザ患者の診療に直接従事する医療従事者（救急隊員含む。） 
②・妊婦・基礎疾患を有する者 
③１歳～小学校３年生に相当する年齢の小児 
④・１歳未満の小児の保護者 
　・優先接種対象者のうち、身体上の理由により 

　　予防接種が受けられない者の保護者等 

小学校４～６年生、中学生、高校生に相当する年齢の者 

高齢者（65歳以上）（基礎疾患を有する者を除く） 

優先接種対象者 

その他 

中学生、高校生、高齢者順次接種 

小学校高学年 

１歳未満児等の保護者 

小学校低学年 

幼児（１歳～就学前） 

基礎疾患（その他） 

基礎疾患（最優先） 

妊　婦 

医療従事者 

４　接種スケジュールの目安（厚生労働省資料） 

５　ワクチン接種受託医療機関 
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日本放送協会 

厄入祝宴会・忘年会 の季節です。 厄入祝宴会・忘年会 の季節です。 厄入祝宴会・忘年会 の季節です。 厄入祝宴会・忘年会 の季節です。 
どうぞ、お早めにご予約下さいませ。 

総合結婚式場・宴会・仕出し 

　
９
月
14
日
今
年
も

土
佐
清
水
市
理
容
組

合
（
代
表
国
久
哲
巳

さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が

し
お
さ
い
を
訪
れ
、

敬
老
会
に
向
け
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入

園
者
・
シ
ョ
ー
ト
利

用
者
の
方
々
の
散
髪

を
行
い
ま
し
た
。 

　
散
髪
を
終
え
た
後
は
、

さ
っ
ぱ
り
し
て
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
散

髪
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
理
容
師
の
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
度
自
然
公
園
関
係

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、

県
内
で
唯
一
、当
市
の
村
中
和
幸

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
賞
は
、長
年
に
わ
た
る
自

然
公
園
の
保
護
及
び
適
正
な
利

用
促
進
に
関
し
、顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
方
に
対
し
大
臣
表
彰
さ

れ
る
も
の
で
す
。 

　
さ
る
10
月
13
日
、村
中
さ
ん
の

21
年
10
ヵ
月
と
い
う
長
き
に
わ

た
る
ご
尽
力
に
対
し
、市
長
よ
り

受
賞
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　広報とさしみず送付のお礼として、広報業務に役立
ててくださいと、ご好意により寄付をいただきました。 
　有効に活用させていただきます。 
　ありがとうございました。 

ＮＨＫ衛星第２テレビ（ＢＳ2）

では11月8日（日）、高知県の

魅力を4時間の生放送で

たっぷり紹介する 『おーい、

ニッポン 私の・好きな・高知県』 

を放送します。 

　当日は、女優・遠藤久美子さん、
ＮＨＫアナウンサー・厚井大樹
もやってきます。 

　中継時間はあさ11時過ぎを予定。 

みなさまお誘い合わせの上ふる

ってお越し下さい！ 

番　　組：おーい、ニッポン 私の・好きな・高知県 
番組放送日：11月８日（日）11時～16時 
中継時間：午前11時過ぎ～11時30分（予定） 
場　　所：以布利漁港・ジンベエ広場 

橋本　陽子　様　東京都青梅市在住 
田部真由美　様　大阪府寝屋川市在住 

0120-51-3633 （ご予約承り中)
住 所  市内栄町2-6  ☎82-3633 FAX 82-2668

み　ん ぽ　う 

フリーダイヤル 

い
つ
も
あ
り
が
と
う 

以布利漁港から生中継！！ 
11月8日(日)はジンベエ市へと 

足をお運び下さい！ 

11月8日(日)はジンベエ市へと 
足をお運び下さい！ 

11月8日(日)はジンベエ市へと 
足をお運び下さい！ 

自
然
公
園
関
係 

　 

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰 

土
佐
清
水
市
理
容
組
合
し
お
さ
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
散
髪 

国久 哲巳さん（ヘアーサロンクニヒサ） 
中田 和敬さん（ナカタ理容所） 
浜内 喜代太さん（浜内理容所） 
田内 太さん　　（理容中山） 

森田 隆さん　（森田理容所） 
岡田 幸生さん（岡田理容所） 
荻田 久海さん（ヒサミ理容所） 
谷村 早知子さん（谷村理容所） 

ご芳志ありがとうございました。 

以布利漁港 からは毎月第２日曜日に 
開催されている地元の朝市『ジンベエ市』を 

生中継でご紹介します！ 
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はじめよう！みんなで一緒に元気づくり② 

運動教室実施場所と日程 

大浜 
中浜 
グリーンハイツ 
浦尻 
松尾 
足摺岬 
加久見 
養老 
越 
栄町ほか 
幸町ほか 
旭町元町緑ヶ丘 
戎町 
松崎 
爪白 
三崎浦 
下ノ段 
下益野 
竜串 
平ノ段 
斧積 
浜益野 
布 
以布利 
下浦 
長野 
久百々 
小方 
市野々 
宗呂下 
宗呂上 
貝ノ川郷 
藤ノ川 
下川口浦 
下川口郷 
貝ノ川浦 
横峯 

区長場 
会館 
集会所 
集会所 
区長場 
区長場 
集会所 
区長場 
区長場 
えぶりでいキッチン 
中央公民館 
足摺病院職員住宅 
会館 
センター 
集会所 
区長場 
区長場 
区長場 
センター 
区長場 
区長場 
集会所 
旧保育園 
旧保育園 
青年会館 
公民館 
集会所 
公会堂 
老人クラブ里の家 
区長場 
区長場 
旧保育園 
集会所 
区長場 
区長場 
区長場 
集会所 

火（9時30分～） 
火（13時～） 
月（9時30分～） 
月（13時30分～） 
木（13時30分～） 
歌謡体操（月 13時～） 
月・水・金（8時30分～） 
水（10時～） 
水・金（13時30分～） 
金（13時30～） 
月（13時30分～） 
水（10時～） 
木（10時～） 
センタ－事業（月 10時～） 
月・木（13時～） 
木（10時～） 
火（13時30分～） 
火（13時30分～） 
センタ－事業（水 11時～） 
木（10時～） 
木（13時30分～） 
金（13時30分～） 
月（13時30分～） 
月・木（10時30分～） 
木（13時30分～） 
水（14時～） 
月（10時～） 
水（13時30分～） 
月曜（2週間に1回・13時30分～） 
月（13時30分～） 
火（9時～） 
第１水（9時30分～） 
第１月（10時～） 
水（10時～） 
木（13時30分～） 
水（13時30分～） 
水（10時～）2ヶ月1回 

地区名 

半
島
地
区 

市
街
地
地
区 
三
崎
地
区 

下
ノ
加
江
地
区 

下
川
口
地
区 

実施場所 実施曜日（時間） 

　☆平成１６年より、ペ
ットボトルを使った運
動教室を開催しており
現在３４地区で実施し
ています。 
　運動教室は、いつまで
も元気で住み慣れた地
域で暮らすことができ
るよう、みんなで仲良く楽しみながら体力の維持と筋力
アップを行っています。また、市役所健康推進課保健師
が定期的に参加し、正しい運動が身につくよう応援して
います。 
＊運動教室を行っていない地区で、教室開催を希望 
  する地区は健康推進課までお問い合わせ下さい。 

平成22年度 

土佐清水市奨学生募集 土佐清水市奨学生募集 

中村税務署から「研修会」のお知らせ 

　土佐清水市教育委員会では、下記のとおり平成22年
度の奨学生を募集します。（新規・継続)  
【貸与資格】 
　本市に住所を有する家庭の学生で、高等学校以上の
学校に入学予定または在学し、学資の支弁が困難な者。 
　※申請者が多い場合には、選考により貸与できない
　　場合があります。 
【貸与する額】（無利子） 
　・高等学校又はこれと同程度の学校に在学する者 
　　　月額１３，０００円以内 
　・短大・専修学校又はこれと同程度の学校に在学する者 
　　　月額３０，０００円以内 
　・大学・大学院又はこれと同程度の学校に在学する者 
　　　月額４０，０００円以内  
申請方法等 
　新規者 
　　受付期間：平成21年11月2日(月)～30日(月) 
　　　　　　　※期間厳守 
　　提出書類：奨学資金貸与申請書 
　　　　　　 （教育委員会学校教育課及び各市民センターで配布） 
　　貸与の内定・決定：内定を平成22年2月初旬に、決定を5月
　　　　　　  初旬頃に通知します。 
　継続者 
　　受付期間：平成22年3月1日(月)～31日(水) 
　　提出書類：継続確認書（2月中旬に送付します） 
　　貸与の決定：5月初旬頃に通知します。 
　◎来春進学予定者は、継続ではなく新規申し込みが必要です。 
 
　※新規者・継続者とも、4月(新学期)になってからの在
　　学証明書を、平成22年4月20日(火)までに教育委員
　　会学校教育課へ提出してください。  
その他 
　・申請は修業途中（2年生・3年生・4年生）からでもできます。 
　・申請時に、所得・課税状況等の確認を学校教育課長
　　が行うことについて同意をいただきます。 
　・貸与決定後、次の書類を提出していただきます。 
　（新規者のみ） 
　　①借受申込書兼支払確約書 
　　　（保護者1名を含む連帯保証人2名) 
　　②銀行口座振込依頼書 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
教育委員会　学校教育課　電話（82）1116

議　題：事業承継と相続税について 
日　時：平成21年11月18日（水）　午後３時00分から
　　　　午後４時00分まで 
場　所：四万十市中村大橋通６丁目９－２１ 
　　　　ヨンデンプラザ中村　ホール 
主　催：中村税務署 
問合先：中村税務署　総務課　川渕 
　　　　0880-35-2135  
駐車場は限りがございますので、お車でのご来場はご遠慮ください。 

「税を考える週間」の一環として、下記のとおり 
研修会を開催しますのでご案内いたします。 

★お問い合わせ★ 
健康推進課保健指導係 

82－1111（内線232・338） 
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竹村彩芭 ちゃん 
平成21年８月４日生 

竹田涼乃 ちゃん 
平成21年８月９日生 

宮添穂垂 くん 
平成21年８月19日生 

い ろ は す ず の ほ た る 

松浦果鈴 ちゃん 
平成21年９月14日生 

武田ゆら ちゃん 
平成21年９月26日生 

北代　李 ちゃん 
平成21年10月１日生 

か り ん もも 

峯本笑子 ちゃん 
平成21年8月21日生 

濱地真我 くん 
平成21年９月４日生 

竹田夏梨 ちゃん 
平成21年９月４日生 

え　 こ し ん が か り ん 

倉松依緒 ちゃん 
平成21年９月13日生 

い　 お 

～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ ～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ うまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとう

赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金 三
崎
中
学
校
生
徒
会
の 

皆
さ
ん
か
ら
共
同
募
金
会
へ 

募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　10月1日（木）の街頭募金にご
協力ありがとうございました。 
　「じぶんの町をよくするしくみ」を
メインテーマに地域福祉活動を充実
するため、今年も赤い羽根共同募金
を全国一斉に行っています。 
　このたび、えぶりでぃキッチン、サニーマート、プラザ・パル、
みやむらストアー、婦人会、三崎中生徒会、福祉団体関係者等の
皆様にご協力をいただき、募金を呼びかけました。 
　皆様のあたたかい善意により、 

の募金をお寄せいただきました。 
心よりお礼申し上げます。　　　 73,875円 

　
十
月
一
日
、
街
頭
募
金
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
三
崎
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
独
自
で

作
成
し
た
募
金
箱
に
、
校
内
で
集
め
た
た
く
さ
ん

の
募
金
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
大
切
に
地
域
の

福
祉
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 



人権啓発映画「　　　　　」上映会 ひめゆりひめゆり ひめゆりひめゆり ひめゆり 

12才頃までに知った 

12才～15才までに知った 

いつ頃か、おぼえていない 

16才～18才頃までに知った 

無回答 

23才頃以降に知った 

「同和地区」のことを知らない 

19才～22才頃までに知った 

38.8％ 

23.2％　　　　　　 

13.9％　　　　　　　　　　　 

7.8％　　　　　　　　　　　　　　　　 

6.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　 

4.3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

学校の授業で聞いた 

父母や家族から聞いた 

おぼえていない 

友人から聞いた 

無回答 

講演や研修などで知った 

近所の人から聞いた 

県や市の広報や啓発パンフレットなどで知った 

その他 

親戚の人から聞いた 

「同和地区」のことを知らない 

職場の人から聞いた 

26.4％ 

24.3％　　 

14.2％　　　　　　　　　 

8.1％　　　　　　　　　　　　　　   

6.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　  

4.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

4.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

4.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

2.6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

1.7％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

1.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

0.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

その時代の権力者が、民衆を支配するためにつくった 

無回答 

人の嫌がる仕事をする人たちが、集まってできた 

貧しい人たちが、集まってできた 

人種や民族の違う人たちが、集まってできた 

落武者の子孫たちが、集まってできた 

その他 

同じ宗教の人たちが、集まってできた 

62.6％ 

9.6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

8.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

5.8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

4.3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

3.8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

3.8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1.7％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

じんけん係　℡82-1124じんけん 

平成２０年度 人権問題市民意識調査より 　１０月号では、「昨年度参加した人権啓発事業」と「人権問題についての理解と、人権意識

を高める取り組み」についての内容を掲載し

ました。今月号からは、「人権問題への関心度」

と反して「人々の意識や社会の仕組みに差別

や偏見が存在している」との回答率が高くな

った「同和問題」について掲載します。 

　１２月号では、「同和問題と自身の関わり」「同和問題を解決するには」など、人権問題の解決に向け今後どのように考

え、行動すべきかについて掲載します。 

　なお、この調査報告書は市役所じんけん課、各市民センター・福祉センターにて無料配布しております。 

　第２次世界大戦末期、沖縄では住民を巻き込んだ地上戦が展開さ

れました。１５歳から１９歳の女学生たちも戦場動員され、献身的

な看護活動の末、多くが亡くなりました。「ひめゆり学徒隊」です。あ

まりにむごい体験をへて生きのびた生徒たちの多くは、戦後長く沈

黙を保っていました。 

　この映画は、生き残った者の真実の叫びであり、亡くなった友へ

の心の奥底からの鎮魂の思いを綴った長編ドキュメンタリー映画

です。是非、ご覧下さい。 

上映日時 

　１１月１８日（水） 

　１回目　午後１時20分～ 

　２回目　午後７時～ 
 

場    所 

　市民文化会館 
 

※入場無料 

「日本に"差別"を受けている地区（「同和地区」）があるのを、はじめて知ったのは？との問いには・・・」 

「同和地区があることを、どのようなときに知りましたか？との問いには・・・」 

（人権問題市民意識調査の結果を数回に分けて掲載します。） 

（複数回答） 

（ダイジェスト版） 

（複数回答） 

　同和問題を「１２歳まで」と「１２歳～１

５歳まで」に知った人が多く、小中学生の頃

に知った人が６割を超えています。 

　全体では、「学校の授業」次いで「父母や家

族」から聞いたが一番多く、年齢別では５０

代までは「学校の授業」で、６０歳以上では「父

母や家族」に聞いたが多くなっています。 

「同和地区は、どのようにしてできたと考えますか？との問いには・・・」 

（複数回答） 

　全体・性別・年齢別、どの分野でも「時代の

権力者が民衆を支配するためにつくった」

が圧倒的に多くなっています。 

～ 「忘れたいこと」を話してくれてありがとう ～ 
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じんけん 

こんなときには、お電話を！こんなときには、お電話を！ こんなときには、お電話を！ 
相 談 電 話 

警察総合相談電話 
犯罪被害者ホットライン 
ヤングテレホン 
いじめ相談電話 
サイバー犯罪相談電話 
レディースダイヤル110番 
暴力相談電話 

内　　　容 
困り事相談、警察に対する要望等 
犯罪被害に遭われた方の心の悩み 
少年の非行や問題行動に関する相談 
子どものいじめに関する相談 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ使用による各種犯罪の相談 
性犯罪被害に遭われた女性の悩み 
暴力団等の被害に関する相談 

電 話 番 号 
088-823-9110＃9110 
088-871-3110 
088-822-0809 
088-872-7867 
088-875-3110 
088-873-0110 
088-823-0110

じんけん係　℡82-1124

　11月12日（木）～25日（水）は「女性に対する暴力をなくす運動」
の実施期間です。女性に対する暴力はストーカーやセクシュア
ル・ハラスメントなど様々なものがあります。なかでも、ＤＶ（ド
メスティック・バイオレンス）といわれる夫や恋人からの暴力は、
女性を暴力で支配するもので、著しい人権侵害であり「犯罪」で
す。決して許されるものではありません。ＤＶは、家庭の中や二
人だけの間で起こるため周囲に気づかれにくく、暴力が次第に
エスカレートする傾向があります。 
　もし、あなたや周りのひとが、夫などからの暴力を受けてい
るときには、一人で悩まずに、女性相談支援センターに相談し
てください。 
●女性相談支援センター 
　電話番号０８８－８３３－０７８３ 
　平日　９時～２２時 
　土・日・祝日　９時～２０時（年末年始は休み） 
 
●最寄りの警察署では、身の危険を感じる等の急ぎの相談で　
あれば、２４時間受付けています。 

日　　時　11月8日（日）午前10時～午後3時30分 
会　　場　旧養老小学校体育館 
問い合せ先　松崎三世代ふれあいの集い事務局 
　　　　　　　　　　　　　　　　Tel　82-3410

　今、１０代、２０代の若者の間で交際相手から一方的に暴力や嫌がらせを受ける「デ
ートＤＶ」の被害が深刻となっています。背景には相手を束縛する事が愛だという恋
愛幻想があると指摘されています。「ＤＶ：ドメスティックバイオレンス」「デートＤＶ」
は身近な問題であり、犯罪であり、人権侵害行為であることを知る事が大切です。 
　四万十人権擁護委員協議会では、中学生、高校生など若者を対象にデートＤＶに
ついての学習会を実施しています。土佐清水市では一昨年の下ノ加江中学校に続き
１０月４日（日）には下川口中学校で学習会を行いました。学習会はデートＤＶって
なに「これって愛なの支配なの」の題材で・ＤＶの実態・どうしてＤＶは起こるのか・
何故ＤＶは止まらないのか・パートナーと良い関係をつくるにはどうしたら良いか
等について、ロールプレイやグループ討議、発表などをして理解を深めました。 
　最近は携帯電話やメールが相手の束縛や監視の道具になっている実態も明らか
になっています。 
　予防教育はお付き合いをする前の中学生が一番いい時期です。 
 
　人権擁護委員は人権啓発活動を行うとともに、人権相談に応じています。高知地
方法務局四万十支局では常設相談所を開設しており、土佐清水市では特設相談所を
開設してます。叉、暮らしの相談所も開設しますので、詳しくは毎月の広報をご覧下
さい。 

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、女性の人
権問題解消に向け、11月15日（日）～11月21日（土）を強化週間
として電話相談を実施します。ドメスティック・バイオレンス、
セクシャル・ハラスメント、ストーカー、離婚問題、暮らしの悩
みごとなど女性をめぐる人権問題について、何でも相談してく
ださい。相談は無料、秘密は厳守します。 
　電話番号：0570（070）810 
　※ＰＨＳ・ＩＰ電話からは接続できません 
　受付時間：平　日　午前8時30分～午後7時 
　　　　　　土・日　午前10時～午後5時 

お問い合せ 
高知地方法務局　人権擁護課　℡088（822）3503

～犯罪の被害に遭われた方、決してひとりで悩まないで～ 
清水警察署　℡　82-0110
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若者へＤＶ予防教育を！ 若者へＤＶ予防教育を！ 土佐清水市の人権擁護委員は次の方々です。 

・植木市恵　　布2199-4 
・小林正伸　　大浜232-1 
・福島安子　　三崎浦2-11-17 
・酒井信美　　下川口1022 
・手島千代子　戎町2-10 
・福重晶文　　旭町14-5 
・松浦　寛　　加久見新町7-2 デートＤＶデートＤＶ デートＤＶデートＤＶ デートＤＶ 

これって愛なの？支配なの？ 

ご　案　内ご　案　内 ご　案　内ご　案　内 ご　案　内 

第20回松崎三世代ふれあいの集い 

日　　時　11月3日（火）祝日　午前10時～午後2時
会　　場　大岐区長場及び大岐福祉セミナー 
問い合せ先　大岐福祉センター　　Tel　82-8844

じんけんの花フェスタ&大岐ふれあい収穫祭 

日　　時　11月14日（土） 
　　　　　受付午前8時、競技開始午前8時30分 
会　　場　三崎中学校グラウンド（雨天中止） 

第21回三崎ふれあいじんけん祭 
前　日　祭 

日　　時　11月29日（日） 
　　　　　　　　午前9時～正午 
会　　場　旧布小学校体育館 
問い合せ先　布解放文化祭実行委員会　Tel　84-1260

第18回　布解放文化祭 

日　　時　11月15日（日） 
　　　　　　　　　午前9時00分～ 
会　　場　三崎中学校体育館 
問い合せ先　三崎ふれあい 
　　　　　  じんけん祭実行委員会 
　　　　　　　　　Tel　85-0100

当　日　祭 

暴力は犯罪です！ 

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間 

暴力は犯罪です！ 

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間 
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土佐清水市役所
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　戦没者を追悼し恒久平和を祈念して、平成２１年度土佐
清水市戦没者追悼式を行います。ご遺族の方ともども、み
なさまのご出席をいただきますようご案内申し上げます。 
 
　　日　時　11月10日（火）午前10時開式 
　　　　　　（受付は午前９時00分から） 
　　場　所　市民文化会館 
 
　　・式典は、午前10時から１時間程度の予定です。 
　　・服装は問いません。 

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、ご自
身が出産や子育てに悩んだときには、児童相談所や市福祉
事務所に連絡してください。 
　｛あなた｝からの連絡が、子どもを虐待から守るための大
きな一歩となります。 

お問い合せ先 
福祉事務所福祉児童係　電話 82-1118(直通)

市役所水道課　電話（８２）１１１７　（直通） 

＜問い合わせ先＞ 

福祉事務所子育て支援係 

　　　　　℡82-1111(内線345) 

高知県立幡多児童相談所 

　　　　　℡0880-37-3159

電話：０５７０－０７－０１０１ 

（平日：9：00～21：00、土日祝：9：00～18：00） 

※IP電話など、上記番号でつながらない場合は、 

「０３－４３３４－１１１１」にお電話下さい。 

児童虐待とは… 

身体的虐待 
殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、 
やけどを負わせる、溺れさせる　など 

性的行為の強要、性器や性交を見せる、 
ポルノグラフィの被写体にする　など 

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔 
にする、自動車の中に放置する、保護者以外の 
同居人による虐待を放置すること　など 

言葉による脅し、無視、きょうだい間差別 
的扱い、子どもの目の前でドメスティック・ 
バイオレンスを行うこと　など 

性 的 虐 待 

ネグレクト 

心理的虐待 

地デジの準備はお済みですか？ 
2011年7月24日までにアナログ放送が終了します 

総
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省
地
デ
ジ 
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ル
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タ
ー 

地デジに関するお問い合わせ 

資　　　　産 負債及び資本 

収　　　　益 費　　　　用 
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＊姫かつお製品の販売先のお問い合わせは、土佐食（株）まで　TEL ８５-１５１５ 
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平成２０年度土佐清水市 
水道事業業務状況の報告 

平成２１年度 

土佐清水市戦没者追悼式 

11月は「児童虐待防止推進月間」です。 

『守ろうよ 未来を見つめる 小さなひとみ』 

　 地方公営企業法第４０条の２第１項の規定により、

平成２０年度土佐清水市水道事業の業務の状況を公表

します。 

　貴重な水です。 
　　　工夫して使い節水にご協力ください。 

　渇水等異常事態の時、市街地は加久見の水だけでは

水量不足となりますので、三崎からの送水協力により

給水しています。 

　漏水を見つけたら市役所水道課までお知らせくださ

い。 

１．平成２０年度土佐清水市水道事業貸借対照表（財政状況） 

平成２１年３月３１日現在　　単位：円 

土佐清水市長 

固定資産 

流動資産 

 

 

 

 

資産合計 

固定負債  

流動負債  

自己資本金 

借入資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

負債資本合計 

3,321,097,430 

535,589,262 

 

 

 

 

3,856,686,692

40,160,548 

73,618,076 

455,258,418 

1,496,428,642 

1,438,024,530 

353,196,478 

3,856,686,692

２．平成２０年度土佐清水市水道事業損益計算書（経営成績） 

消費税ぬき・単位：円 

営 業収益  

営業外収益 

特 別収益  

収 益 計  

営業費用  

営業外費用 

特別損失  

費 用 計  

278,978,369 

23,194,430 

157,500 

302,330,299

195,468,030 

39,064,581 

1,300 

234,533,911
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　9月17日～22日、高知県立美術館にて、県、県社会福祉協
議会、高知新聞社などの主催により「第38回高知県オール
ドパワー文化展」が開催されました。洋画、日本画、書道、写
真、工芸の５部門に一般搬入・推薦合わせて533点が出品
され、113点の入賞作品が選ばれました。 
　本市からも4名の方が出品され、次のとおり入賞、推薦を
受けられました。 
　おめでとうございます。 
　　工芸部門　褒状　山 和夫さん（旭　町）「天然石硯」 
　　洋画部門　推薦　吉田和子さん（元　町）「海辺の光景」 
　　　　　　　褒状　井上明敏さん（小江町）「窪津漁港」 
　　　　　　　　　　夏山　茂さん（三　崎）「自画像」 

　健康と福祉ふれあい祭りを開催します。多くの皆さま
の参加をお願いいたします。 

会場　寿町公園　午前１０時～　開会行事 
　○健康ウォーキング 
　○昔遊び大会 
　　コマ回し、紙飛行機等昔遊びで楽しく競おう！！ 
　　＊参加対象：中学生以下。 
　○健康相談コーナー 
 
会場　社会福祉センター 
　○介護相談コーナー（２階研修室） 
　○スポーツストレッチ（２階和室） 
　○フットセラピー、アロマテラピーコーナー 
　　　　　　　　　　　　　  （２階和室） 
　○口腔指導・頭の体操（脳年齢テスト） 
　　　　　　　　　　　　  （３階ロビー） 
　○健康チェック（３階大会議室） 

　日常生活を送る中で、物忘れが進行したり判断能力が
低下すると、不必要で高額な買物をしたり、内容を十分
に理解できないまま契約を結んでしまうことがあります。 
　このような方々の権利を守るために、「成年後見制度」
があります。 
　高齢化が進む中、皆が安心して暮せる地域になるよう、
多くの方に知っていただきたいと思い、権利擁護研修会
を開催することになりました。 
　1人でも多くの皆さんのご参加をお待ちしております！！ 
 
　　と　き：平成２１年12月１0日（木） 
　　　　　　　　　午後１時３０分～３時３０分 
　　ところ：土佐清水市社会福祉センター ３階 大会議室 
　　内　容：「成年後見制度について」 
　　　　　　高知市社会福祉協議会 
　　　　　　　　　　　末村　美和　氏 

入場無料！ 

土佐清水市社会福祉協議会　℡　82-3500

～健康と福祉推進月間～ 
第４２回土佐清水市社会福祉大会 

　広報「とさしみず」8月号で募集しました作品の発表を
11月号で行う予定でしたが、都合により12月号に掲載さ
せていただきます。 
　なお、表彰は平成21年11月28日（土）に行われる第42回
土佐清水市社会福祉大会で行います。本人への通知は、学
校等を通じて行わせていただきます。 

（事　務　局） 
土佐清水市地域包括支援センター 

電話　83-0233

お　問　合　せ　先 
土佐清水市健康推進課　電話８２－１１２１（直　通） 
　　　　　　　市民課　電話８２－１１１１（内線253） 
土佐清水市社会福祉協議会　電話８２－３５００ 

健康と福祉ふれあい祭り 平成21年度 
～ ささえあう福祉と笑顔のまちづくり ～ 

■ 第２５回土佐清水市健康展（寿町公園・社会福祉センター） 
開催日時　　平成２１年１１月７日（土）　午前１０時～午後１時 

午後１時～　　　　開会行事　表彰式典 
午後１時４０分～　社会福祉活動推進校体験発表 
　　「ぼくたちに出来ること」（足摺岬中学校） 
　　　　　　　～地域とともに福祉活動を考えて～ 
午後２時～　　　「広げよう！清水らしい地域づくり」 
　　　　　　＊こども絵画・標語コンクール表彰 

　　　　　　＊元気な高齢者からの声 

　　　　　　＊地域の取り組み紹介 

　　　　　　＊コーラス（久百々） 
午後３時１０分～　社会福祉活動推進校体験発表 
　　　　　　　　　「地域とかかわって」（幡陽小学校） 
午後３時３０分～　「渡る世間はサギばかり」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  下益野婦人会 
＊こども絵画・標語コンクール作品展示、 

　　　　　 いきいきサロン手づくり作品展示（一部販売） 

■ 第４２回土佐清水市社会福祉大会（市民文化会館） 

開催日時　　平成２１年１１月２８日（土）　午後１時～午後４時 

主　　催　　土佐清水市・土佐清水市社会福祉協議会 

えっころ 
ネット 

総合建設コンサルタント 

代表取締役　藤村　修作 
本 社 〒790-0964 愛媛県松山市中村３丁目１番７号 

TEL 松山（089）931-1212番　FAX 松山（089）931-7900番 

【支店・営業所】高知県・香川県・広島県・山口県・兵庫県・三重県・奈良県・滋賀県・愛知県・首都圏・大阪府・新潟県・鹿児島県 

高知支店 
〒780-0945  高知市本宮町105-21 
　　TEL(088)850-0610(代) 
　　FAX(088)850-0611

中村営業所 
〒789-0050  四万十市渡川1丁目2-1 
　　TEL(0880)37-5948(代) 
　　FAX(0880)37-6774

QMS
REGISTRATION 

CENTER

JMAQA-778 JISO 15001：2006準拠 
10840313（01） 
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つ
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南海測量設計株式會社 ☆2級　￥69,700　☆進級　￥34,000(試験料、講習料、申請料等こみ) 
　　学科講習(半日)⇒実技講習(半日)⇒国家試験(1日)で取得可能！！ 

宿毛市　11／21　13：00～ 

次回国家試験　　H22 3/22(月) 
人数が集まれば、臨時の国家試験も可能です！お問合せ下さい。 

その他、四万十市・宇和島市もあります。 

ボート免許教室、ボート免許教室、随時開催中！随時開催中！ ボート免許教室、ボート免許教室、随時開催中！随時開催中！ ボート免許教室、随時開催中！ 

更新講習の受付、更新講習の受付、始めました！始めました！ 更新講習の受付、更新講習の受付、始めました！始めました！ 更新講習の受付、始めました！ 

オガワマリンサービス　　海事代理士　小川恵理奈 
高知県宿毛市坂ノ下1023-37　TEL　0880-63-5587　FAX　0880-63-5647 
090-2785-9074　ＵＲＬ http://www.ogawa-marine.com

※必要書類はお問合せください。 
※集まった人数によっての開催決定になりますので、ご了承下さい。 

第3838回　高知県オールドパワー文化展回　高知県オールドパワー文化展 第3838回　高知県オールドパワー文化展回　高知県オールドパワー文化展 第38回　高知県オールドパワー文化展 

権利擁護研修会を開催します！ 権利擁護研修会を開催します！ 権利擁護研修会を開催します！ 

こども絵画・標語コンクール発表についてお知らせ こども絵画・標語コンクール発表についてお知らせ こども絵画・標語コンクール発表についてお知らせ 



221121

マイバッグを持ちましょう マイバッグを持ちましょう マイバッグを持ちましょう 
　
マ
イ
バ
ッ
グ
と
は
、

買
い
物
の
時
に
自
分

で
持
っ
て
行
く
バ
ッ

グ（
袋
）を
い
い
ま
す
。 

　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
行
く
こ
と
で
レ

ジ
袋
が
減
り
、レ
ジ
袋

を
作
る
た
め
に
必
要

な
原
油
や
、レ
ジ
袋
を

焼
却
す
る
と
き
に
出

る
温
室
効
果
ガ
ス
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
世
界
的
に
も
議
論

さ
れ
て
い
る
地
球
温

暖
化
で
す
が
、自
ら
の

日
々
の
買
い
物
の
中

で
実
践
出
来
る
の
が

マ
イ
バ
ッ
グ
。ぜ
ひ
実

践
し
ま
し
ょ
う
。 

粗大ごみの出し方粗大ごみの出し方（ルール）（ルール）についてについて 粗大ごみの出し方粗大ごみの出し方（ルール）（ルール）についてについて 粗大ごみの出し方（ルール）について 
　
粗
大
ご
み
と
は
一
辺
50

㎝
以
上
２
ｍ
以
下
で
、二
人

で
か
か
え
ら
れ
る
重
さ
の

も
の
で
す
。２
ｍ
以
上
の
も

の
は
２
ｍ
以
下
に
し
て
下

さ
い
。 

（
適
正
処
理
困
難
物
・
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
品
・
パ
ソ
コ
ン
・

バ
イ
ク
・
自
動
車
部
品
等
は

収
集
し
ま
せ
ん
。あ
ん
ま
機

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
）
を

出
す
と
き
は
モ
ー
タ
ー
や

骨
格
の
鉄
類
等
の
硬
い
も

の
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。） 

　
50
㎝
以
下
の
も
の
を
入

れ
た
段
ボ
ー
ル
と
か
衣
服

な
ど
を
ご
み
袋
に
入
れ
て

粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ

収
集
日
」に
指
定
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 犬 の 譲 渡 会 末のし尿(浄化槽汚泥)の 
汲み取り申し込みは、お早めに！ 

★子犬を譲りたい人の受付　 ９：３０～１０：００ 
★子犬を飼いたい人の受付　１０：００～１０：１０ 
★譲渡犬の決定　　　　　　１０：１０～１０：２０ 
　（希望者が重複する場合は抽選となります） 
★飼い始め講習会　　　　　１０：２０～１１：００ 
★譲渡犬の譲り渡し　　　　１１：００～ 

◎子犬を譲りたい方 
　　離乳がすんだ生後２～３ヶ月の健康な子犬が対象と
　なりますので、事前に、必ず、幡多福祉保健所まで連絡
　をいれてください。 
　　当日は、必ず、印鑑を持ってきてください。 

　土佐清水市衛生センター（し尿処理場）では、年間

を通じて一日の処理量が３１㌔㍑と決まっており、収

集業者が一日に収集出来る量（センターに搬入出来る

量）が限られてきます。このため、汲み取りが集中す

る１２月などは希望日に汲み取りが出来ない場合もあ

ります。衛生センターが計画的な安定処理を行えるよ

う、また各ご家庭で便槽の余裕が無くなる等不便な思

いをしないためにも、収集業者への申し込みは余裕を

持って早めにお願いします。 

 

【年末のし尿の汲み取り】 

 ☆１２月２９日（火）まで汲み取りを行いますが、汲

　　み取りの申し込みは１２月１０日（木）までに、収

　　集業者に直接お願いします。 

　　　・小  松  衛  生　82-1751 

　　　・竜串衛生開発　85-0713 

　☆１２月は汲み取りが集中するため、浄化槽汚泥に

　　ついては１２月中の収集は行えませんので、１２

　　月前後での計画的な清掃をお願いします。 

　　（収集日が指定されている地域は、従来通りです） 

◎子犬を飼いたい方 
　　当日は、必ず、印鑑を持ってきてください。 
　　また、子犬を入れる箱やリード等も準備してきてく
　ださい。 
　　子犬の譲渡が決まった場合は、講習会を受けていた
　だきます。 
　　なお、原則として本人への譲渡となりますので代理
　はご遠慮ください。 

平成２1年11月２5日（水）9:３0から 
高知県中村小動物管理センター（四万十市古津賀） 

幡多福祉保健所 衛生環境課 
（0880-34-5119） 

～ 問い合せ先 ～ 

子 年 

環境課

82-1111 

（内線318） 

JIS Q 9001：2000 
(ISO9001：2000)認証取得 
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農林業振興課 

 

Tel82-1115

タウンページセンター 

0120-506-309

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
地

球
環
境
保
護
・
資
源
の
有

効
活
用
の
た
め
、「
古
い
電

話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」の
考
え
の
も
と
、
古
い

電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
電
話
帳
を
各

ご
家
庭
に
11
月
中
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際

古
い
電
話
帳
を
お
渡
し
下

さ
い
。
ご
不
在
等
で
古
い

電
話
帳
を
回
収
で
き
な
か

っ
た
お
客
様
へ
は
、
改
め

て
回
収
に
お
伺
い
致
し
ま

す
の
で
、
下
記
へ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

JICA 
 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

青年海外協力隊・ 

シニア海外ボランティア 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
青
年
海
外
協
力
隊
、
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
平
成
21

年
度
秋
募
集
を
実
施
し
ま

す
。 

　
ま
た
、
下
記
日
程
に
お

い
て
、「
体
験
談
＆
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

お問い合せ先：タウンページセンター 

　フリーダイヤル番号　0120-506-309 

（営業時間：平日９時～17時、土・日・祝日は休業） 

募集期間 

 

体験談・

説明会　

高知会場 

高知 

 

四万十 

 

高知 

14:00 

16:00 

14:00 

16:00 

18:30 

20:30

10月 3日（土） 

 

10月 4日（日） 

 

10月27日（火） 

1 0月１日～1 1月 9日  

お問い合せ先：JICA四国支部　Tel　087-833-0901

イオンモール高知 

(２F イオンホール)

イオンモール高知 

(２F イオンホール)

アピアさつき 

（２F アピアホール） 

狩
猟
期
間 

　
に
入
り
ま
す
！ 

　
狩
猟
中
、
山
に
入
る
際
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。 

　
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
の
み
、
狩
猟
期
間
は
11
月
15

日
〜
３
月
15
日
と
な
り
ま
す
。 

期
間
　
平
成
21
年
11
月
15
日
〜 

　
　
　
平
成
22
年
２
月
15
日 

回収します！回収します！ 

あなたの家の古い電話帳！あなたの家の古い電話帳！ 

回収します！ 

あなたの家の古い電話帳！ 

第63回 全国読書週間読書感想文コンクール開催 

全国読書週間読書感想文コンクール開催 

第63回全国読書週間（10月27日～11月9日）の一環と

して、市民図書館と土佐清水市学校図書館協議会の主

催により、読書感想文コンクールが行われ、389編の応

募作品から審査の結果、優秀作品として次の16名が選

ばれました。（敬称略） 

　ほか36名が入選に選ばれました。受賞おめでとうご

ざいます。 

※作品は11月9日まで市民図書館2階に展示しています。 

　ご覧におこしください。（11月3日は休館） 

最優秀 

　安岡　優香（窪津小1年） 

　畑山菜の子（清水小4年） 

　戎井　香菜（下川口中3年） 

優秀 

　山本　斗愛（中浜小1年） 

　新谷　愛美（下川口小2年） 

　安田　祐大（清水小2年） 

　細川　海輝（三崎小3年） 

　継田　春輝（三崎小3年） 

　山下　瑠波（足摺岬小4年） 

　山崎　仁　（幡陽小5年） 

 

 

 

 

 

尾崎　智彩（下川口小6年） 

金子　真也（清水小6年） 

平林　美咲（下川口中1年） 

熊谷　杏珠（三崎中1年） 

橘　　大毅（下ノ加江中2年） 

谷口　明奈（清水高校3年） 
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困った 
問題解決 
困った 
問題解決 
困った 
問題解決 
シリーズ１ 

取  引  内  容 

訪問販売 

電話勧誘販売 

特定継続的役務提供 

マルチ商法 

内職・モニター商法 

店舗外での指定商品・権利・役務の取引 

すべての商品・権利・役務 

エステ、外国語会話教室、学習塾、家庭教師、パソコン教室、結婚紹介サービス 

期  間 

8日間 

20日間 

適　用　内　容 

解決方法 

クーリング・オフ　一覧 

クーリング・オフできない商品もあります クーリング・オフの方法 

こんな事 
ありませんか？ 

突然の訪問販売で 
　　購入したものを返品したい 
突然の訪問販売で 
　　購入したものを返品したい 
突然の訪問販売で 
　　購入したものを返品したい 
・突然、販売業者が家に来て健康器具を購入したが、よく考えたら要らない物だった。 
・電話で子どもの教材の案内を受け、その場で購入申込みをしたが、解約したい。 

※クーリング・オフの期間は限られています。契約書面を受け取った日から、定められた期間内にクーリングオフ
　の通知を出さなければなりません。期間内に発信すれば有効となります。 

・自分から申し込んで、家庭で契約したとき 

・通信販売や店舗（営業所）へ行って購入したとき 

・健康食品や化粧品など消耗品を開封、一部使用した場合 

・３，０００円未満の現金取引  

・乗用自動車 

・特定商取引法で指定されている商品、サービス、権利

　以外（割引会員権、海外旅行会員権等） 

・必ず書面で通知します。 

・クレジット契約をして

　いる場合は、販売店と

　信販会社の両方に出し

　ます。 

・「簡易書留」で出すか、「内

　容証明郵便」で出します。

　ハガキの両面コピー、

　郵便局の受領証、契約

　書面は証拠として保管

　しておきます。 

・定められた期間内であれば、
　消費者は一方的に無条件
　で契約の解除ができます。 

クーリング・オフの制度があり 
契約を取り消すことができます。 

私
は
次
の
契
約
を
解
除
し
ま
す 

　
　
契
約
年
月
日 

　
　
商
品
名 

　
　
契
約
金
額 

　
　
販
売
担
当
者 

　
私
が
支
払
っ
た
代
金
○
○
円
を
至
急
返

金
し
て
下
さ
い 

　
私
が
受
け
取
っ
た
商
品
を
、貴
社
の
費
用

で
お
引
き
取
り
下
さ
い 

平
成
○
年
○
月
○
日 

　
　
　
　
　
住
所 

　
　
　
　
　
氏
名 

※詳しいことは水産商工課までお問い合わせ下さい。 

申込み先 
市役所水産商工課　 
電話：８２－１１１４ 

※要 予 約 
　（待ち時間を無くすため 
　に時間を調整をします） 
 
※申込み〆切 
　１１月２０日（金） 

休日無料多重債務相談会開催

日時：平成21年11月29日（日） 
　　　　　　  10：00～16：00

会場：市役所2階  第1・2会議室 

白川浩平税理士事務所 

大岐2835－50 

TEL0880－82－8300
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清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

渭
南
病
院 

脳
神
経
外
科
　
梶
田
　
健 

「
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
」 

　
少
し
前
に
放
映
さ
れ
た
『
ナ
ー

ス
の
お
仕
事
』
と
い
う
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
を
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

ド
ジ
な
新
人
看
護
師「
朝
倉
い
ず
み
」

が
仕
事
や
人
間
関
係
を
通
し
て
成

長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
コ
メ
デ

ィ
ド
ラ
マ
で
、
看
護
師
を
主
役
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
今
ま
で
の
病

院
ド
ラ
マ
と
違
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

看
護
師
は
「
白
衣
の
天
使
」「
医
療

の
慈
愛
の
象
徴
」
と
さ
れ
て
お
り
、

「
女
の
子
が
将
来
な
り
た
い
職
業
」

の
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
実
は
ド
ラ
マ
と
違
い
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
医
師
と
同

じ
で
仕
事
内
容
は「
き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
」
の
３
Ｋ
以
外
に
「
休
暇
が
取

れ
な
い
」「
規
則
が
厳
し
い
」「
化
粧

が
の
ら
な
い
」「
薬（
眠
剤
や
頭
痛
薬
）

に
頼
る
生
活
」「
婚
期
が
遅
い
」「（
仕

事
の
割
に
）
給
料
が
安
い
」
な
ど
全

部
で
９
Ｋ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
の
こ
と
は
よ
く
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

医
師
以
上
に
看
護
師
が
足
ら
な
い

実
状
が
あ
り
、
看
護
師
不
足
か
ら

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
病
院

も
あ
り
ま
す
。
近
年
の
診
療
報
酬

改
正
で
看
護
師
の
数
が
多
い
ほ
ど

病
院
が
受
け
取
る
診
療
報
酬
が
多

く
な
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
看
護
師
の
争
奪
戦
が
起
こ
り
、

地
方
よ
り
中
央
、
そ
し
て
中
小
病

院
よ
り
大
病
院
に
看
護
師
が
流
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
病
院

間
格
差
が
増
大
し
て
地
方
の
病
院

で
は
看
護
師
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
こ
の
土
佐
清
水
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
病

院
に
行
く
と
忙
し
そ
う
に
走
り
回

り
、
化
粧
っ
気
の
な
い
、
目
の
つ
り

上
が
っ
た
看
護
師
を
目
に
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。「
看
護
婦
さ
ん
、

診
察
の
順
番
は
ま
だ
で
す
か
。
バ

ス
の
時
間
が
・
・
」「
早
く
注
射
を
打

っ
て
く
だ
さ
い
」「
ト
イ
レ
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」「
シ
ー

ツ
が
汚
れ
た
か
ら
替
え
て
く
だ
さ

い
」「
薬
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

「
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
い
の
で
な
ん

と
か
し
て
く
だ
さ
い
」「
ク
ー
ラ
ー

の
温
度
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」・
・
・

外
来
や
病
棟
の
看
護
師
の
顔
か
ら

笑
顔
が
消
え
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り

言
葉
が
荒
く
な
る
こ
と
も
・
・
・
労

働
実
態
調
査
の
統
計
に
よ
る
と「
十

分
な
看
護
を
患
者
さ
ん
に
提
供
で

き
て
い
る
」
と
答
え
た
看
護
師
は

8.6
％
、「
看
護
師
の
仕
事
を
辞
め
た

い
と
思
う
」
は
72.5
％
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
看
護
師
不
足
の
原
因

と
し
て
、
病
床
数
の
多
さ
、
看
護
業

務
の
拡
大
、
離
職
率
の
上
昇
、
地
域

格
差
や
偏
在
な
ど
多
く
の
要
因
が

あ
り
、
各
病
院
に
お
け
る
労
働
条

件
や
雇
用
条
件
の
改
善
も
必
要
で

す
が
、
市
民
一
人
一
人
が
取
り
組

ん
で
い
け
ば
解
決
で
き
る
問
題
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
患

者
さ
ん
や
家
族
の
方
か
ら
の
優
し

い
声
か
け
や
退
院
後
に
病
棟
に
元

気
な
姿
を
見
せ
に
来
て
く
だ
さ
る

だ
け
で
も
看
護
師
の
心
は
癒
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。本
来
、患
者
さ
ん

の
心
を
癒
す
の
は
「
ナ
ー
ス
の
お

仕
事
」で
す
が
、き
っ
と
看
護
師
自

身
も
癒
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　「
看
護
師
さ
ん
、い
つ
も
あ
り
が

と
う
」「
看
護
師
さ
ん
、
こ
ん
な
に

元
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
節
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。」こ
ん
な

言
葉
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

月 土 金 木 水 火 

外科・胃腸科・内科・脳外科・小児科・救急は毎日診療しています。 

 

老 年 病 科  

皮 膚 科  

 

第 二 内 科  

（ 第 3 ） 

眼 　 　 科  
泌 尿 器 科  
耳 鼻 科  
整形外科（第1・3） 
老 年 病 科  
第 二 内 科  
第三内科（第３） 
心療内科（第２） 

 

眼 　 　 科  

整 形 外 科  

 

 

第 一 内 科  

診
療
科
目 

医療法人　聖真会 

■手洗いうがいを心がけましょう 
看護師・理学療法士・ケアマネ・薬剤師・登録ヘルパー 
随時募集しています。（4週8休制）担当：上岡 

詳しくはホームページをご確認ください。 

11月 の 診 療 予 定 

渭 南 病 院 
い　  なん　  びょういん 

土佐清水市越前町6-1 
82-1151（代） 

http://www.inan-hp.jp/

お問い合わせは 
　　　メール： taro-kamioka@inan-hp.jp
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全国生涯学習フォーラム 
高知大会の開催について 

◎11月は｢ねんきん月間｣です 

◎『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』 
　が発行されます。 

◎老齢年金受給者の皆さん『扶養親族等申告書』 
　の提出をお忘れなく。 

幡多社会保険事務所　℡0880-34-1616 
市民課年金係　℡82-1111内線255年　　金 

１　高知大会の目的 
　　官民協働の生涯学習を通じて、地域をどのように変革し
　ていくのかをテーマに掲げ、高知県を持続可能な活力ある
　地域モデルとして、また、本県の豊かな自然、独自の文化や
　歴史、産業等を活かし、地域の特産物や伝統・歴史を全国に
　ＰＲし、誘客につなげることを目的とする。 
 
２　高知大会開催概要 
（１）大 会 名：全国生涯学習フォーラム高知大会 
（２）主　　催：高知県・文部科学省の共催 
（３）開催期間：平成２２年１１月２０日（土）～２２日（月）の３日間 
（４）内　　容 
　①総合開会式 
　　開催日：平成２２年１１月２０日（土） 
　　場　所：高知市文化プラザ「かるぽーと」 
　②全国生涯学習情報発信市及び地産地消・食育展 
　　場　所：高知ぢばさんセンター 
　③文化・芸術ライブステージ 
　　場　所：高知県民体育館 
　④テーマ別シンポジウム 
　　・「環境保全活動におけるＮＰＯ等との連携と環境教育」 
　　・「地域再生における高等教育機関の果たす役割」 
　　・「学校を核とした地域コミュニティーの再構築」 
　　・「人材育成とキャリア教育～今こそ龍馬ＤＮＡを呼びさませ～」 

　社会保険庁では毎年11月6日～12日を｢年金週間｣と定

め、皆さんに年金制度について正しく理解していただけ

るよう広報を行っています。 

　｢ねんきん月間｣は、国民一人一人が年金を身近で大切

なものとして考え、公的年金制度の意義や役割を正しく

認識し、年金行政についての理解と信頼を深めていただ

くことにより､一人一人に年金制度への参画意識を持っ

ていただくことを目的としています。年金加入記録の提

供や年金相談等のサービス提供の充実を図るとともに国

民の年金権を確保するために公的年金制度の加入意義や

保険料の納付義務について理解を求め、国民年金保険料

の収納対策を推進するものです。高知県の現在の老齢基

礎年金受給権者数は約21万人、年金額は約1300億円です。

年金は、現役世代の納める保険料が今の高齢者を支え、

いずれは現役世代も今の子どもたちの世代に支えてもら

うことになります。この機会に、年金を身近で大切なも

のとして見直してみませんか。 

　平成21年1月から９月末日までに納付された方は、11

月上旬。10月1日から12月末日までに納付された方は来

年２月上旬に証明書が送付されます。 

　年末調整や確定申告を行なう時まで大切に保管して下

さい。 

　（領収書及び領収証明書を紛失された場合は、社会保険

事務所までご相談下さい。） 

　毎年10月下旬に｢扶養親族等申告書｣が社会保険業務

ｾﾝﾀｰから送付されてきますので､12月初旬の提出期限ま

でに提出してください。年金以外に収入がある場合は確

定申告が必要です。なお､年金額が108万円（65歳以上の

方は158万円）未満の方には、非課税のため送られません。 

　市内遠隔地の集落に市職員が出向いて行く巡回行政サービ
スを下記の日程で行います。 
　市税の収受、住民票・戸籍等の交付申請（後日郵送になります）、
保険証の再交付申請（後日郵送になります）等をお預かりしたり、
市へのご意見やご要望もおうかがいします。ぜひご利用ください。 

日 

２４日（火） 

 

２５日（水） 

 

２６日（木） 

 

２７日（金） 

場　　　所 

立石集会所 

大川内集会所 

坂井集会所 

横峯集会所 

松山（訪宅） 

鳥渕集会所 

藤ノ川（訪宅） 

木ノ川（訪宅） 

珠々玉（訪宅） 

有　永（訪宅） 

時　　間 

９：３０～１０：００ 

１０：４０～１１：１０ 

９：３０～１０：２０ 

１０：４０～１１：１０ 

１１：２０～１１：５０ 

９：３０～１０：００ 

１０：１０～１０：４０ 

９：３０～ ９：５０ 

１０：００～１２：００ 

※訪宅予定の地域は時間が前後することもあります。 
あらかじめご了承下さい。 

○国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実
　現をめざし、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本
　年金機構」として生まれ変わります。 
 
○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事
　務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口と
　して引き続きご利用いただけます。 

「日本年金機構」「日本年金機構」が来年１月１日からスタートが来年１月１日からスタート 「日本年金機構」「日本年金機構」が来年１月１日からスタートが来年１月１日からスタート 「日本年金機構」が来年１月１日からスタート 
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～ 

日本年金機構 

厚生労働省 

廃 止 廃 止 
社　会 
保険庁 

公的年金の 
運営業務 

公的年金の 
財政責任・運営責任 

問合せ等 
高知県教育委員会 生涯学習課 生涯学習全国大会係 

TEL ０８８－８２１－４６６１ 
FAX ０８８－８２１－４５０５ 

巡回行政サービス（１１月）のご案内 

１１月実施予定表 
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　ご存じですか？南海地震は震度６以上の揺れが１００秒程度続くとい
われています。震度６弱の揺れで倒壊する木造住宅が出始め、６強になる
ともっと多くの住宅が倒壊します。そんな状況のなか、人は立っているこ
とも困難な状況になり、何もできず、揺れが静まるのを待つしかできませ
ん。とても家の外へ逃げ出すことなどできないでしょう。このことからわ
かるように、在宅時に地震の揺れから身を守るには、どうしても、地震が
治まるまで倒れない家である必要があります。 
 
　市では、木造住宅耐震診断の受診希望住宅を募集しています。お早めに
お申し込み下さい。 
 
　対象住宅、個人負担等については下記のとおりです。 
 
　（対象住宅）昭和５６年５月３１日以前に建築された木造２階建て以下の住宅。 
　（個人負担）１棟当たり３，０００円 
　（募集棟数）若干数 
　（調査内容）１．地盤・基礎　　　　２．建物の形や壁の配置のバランス 
　　　　　　３．筋かいや壁の量　　４．老朽度 
　　以上の項目について耐震診断士が調査し、家全体の地震に対する総
　合診断を行います。 

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

法務局ホームページ　http://www.moj.go.jp/ 
高知地方法務局供託課　Tel　088-822-3458

供託手続き、オンライン申請についてのお問合せ 

供
託
の
新
し
い
制
度 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
電
子
納
付
に
つ
い
て 

　
法
務
局
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
供
託
（
地
代
・

家
賃
弁
済
供
託
等
）
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵

送
に
よ
る
申
請
や
自
宅

や
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
が
可
能
で
す
。 

　
ま
た
、
供
託
金
の
納
付

の
方
法
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ

イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
の

納
付
（
電
子
納
付
）
が
可

能
と
な
る
な
ど
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
制
度
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

「木造住宅耐震診断」受診住宅募集！ 

募集棟数が越えた場合は調整させていただく 
場合があります。 

※お申し込み、お問い合わせ先 
　市役所総務課 総務・南海地震対策係 
　　　　　　　　　　（電話８２－１１３４） 

日曜・遺言等公証法律相談 
担 当 者　高知地方法務局所属 

　　　　　中村公証役場公証人     

 

予 約 制　平日に事前に電話 

　　　　　予約をして下さい。     

　　　　　（予約電話番号 

　　　　　　　0880-34-1728）      

 

相 談 日　平成２１年11月22日（第4日曜日）  

 

開催時間　午前９時から午後５時頃まで（１組約50分） 

 

場　　所　中村公証役場（四万十市中村大橋通 

　　　　　　　６丁目３番７号第一とらやビル４階） 

相談内容　遺言のほか、相続、金銭・不動産の貸借、 

　　　　　離婚に伴う養育料・慰謝料・財産分与、

　　　　　高齢者等の財産管理など    

相 

談 

無 

料 

秘 

密 

厳 

守 

お
気
軽
に 

　
ご
相
談
下
さ
い
。 

受験科目 

応募資格 

試 験 日 

受付期間 

陸上自衛隊　高等工科学校生徒 

平成22年4月1日現在15歳以上17歳未満の男子 

全員が駐屯地で生活し、宿泊は無料。食事・ 

制服類・寝具については、支給又は貸与 

将来陸上自衛隊において、高機能化・シス 

テム化された装備品を駆使・運用するとと 

もに、国際社会においても自信を持って対 

応できる自衛官となる者を養成するために、 

中学校卒業者等を対象に採用する制度です。 

一次試験平成22年1月23日（土） 

週休2日制、祝日、年末年始及び夏季休暇、年次休暇 

平成21年11月1日（日）～22年1月8日（金） 

休日休暇 

概　　要 

手　　当 
生徒手当 

期末手当 

94,900円 

年2回（6月・12月） 

衣 食 住 

※お問い合わせ：自衛隊四万十地域事務所（℡ 0880-35-3096） 

自 衛 官 募 集（22年春入校） 

不
動
産 

　
無
料
相
談 

〜
土
地
、建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
で 

　
　
　
　
　
　 

お
悩
み
の
方
〜 

　
高
知
県
宅
建
協
会
の
専
任
相

談
員
が
、
苦
情
の
受
付
だ
け
で

は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
相
談

業
務
を
行
い
、
住
ま
い
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
誠
意
を

持
っ
て
お
答
え
し
ま
す
。 

日　　時　11月19日（木） 

　　　　　13時～16時 

場　　所　四万十市立中央公民館 

　　　　　　　　 　　３階研究室 

お問い合せ　（社）高知県宅地建物 

　　　　　　取引業協会幡多支部

　　　　　　Tel0880-37-1520



実　施　日 

11月10日（火） 

実　施　場　所 

足 摺 岬 小 学 校  

受　付　時　間 

午前8 :00～9 :00

実　施　日 

12月 2日（水） 

実　施　場　所 

社会福祉センター 

受　付　時　間 

午前 9:30～10:30

実　施　日 

11月25日（水） 

11月26日（木） 

12月 9日（水） 

実　施　場　所 

貝ノ川中学校 

竜串ふれあいセンター 

下川口市民センター 

中浜会館 

受　付　時　間 

 

受診者に記載された

時間にお越しください 

胃がん検診（対象：40歳以上) 
料金：９００円 

※当日は何も飲食をせずにお越しください。 

子宮がん検診（対象：20歳以上偶数年齢) 
料金：６００円 

※子宮がん検診は20歳以上偶数年齢で、今年度未受診者 

　の方が対象です。 

　まだ受診されてない方は、今年度最後の検診となりま 

　すので、受診をお願いします。 

※マンモグラフィ検診は40歳以上偶数年齢の方が対象で、 

　申込済みの方に受診票を送付しています。 

【市が実施する検診を受診できない方】 

　・公務員 

　・健康診断を実施している事業所にお勤めの方 

　・各種検診の対象年齢以外の方 

　・病院で現在受療中（治療中）や、すでに検査を

　　実施した方 

　・土佐清水市に住民票を置いていない方 

 

【平成21年度の検診・健診の年齢】 

　・平成22年3月31日時点における満年齢 

 

【受診結果について】 

　・がん検診の受診結果は、約1ヶ月をめどに異常

　　が見つかった方のみに通知しています。 

１１月・１２月の 
健診・検診日程 

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ（乳がん）検診【乳房X線撮影】 
料金：600円 

日　程 実施会場 

大津公民館 

貝ノ川浦区長場 

 

貝ノ川郷集会所 
 
 

宗呂上区長場 

 

宗呂下区長場 

下川口市民センター 

竜串ふれあいセンター 

平ノ段区長場 

爪白区長場 

上野区長場 

斧積区長場 

三崎市民センター 

浜益野区長場 

下益野区長場 

大岐福祉センター 

松崎福祉センター 

養老区長場 

 

加久見区長場 

 

以布利漁民ｾﾝﾀｰ 

久百々集会所 

下ノ加江市民センター 

市野々集会所 

 

小方老人憩いの家 

 

布老人憩いの家 

津呂区長場 

窪津区長場 

浦尻公会堂 

グリーンハイツ区長場 

 

社会福祉センター 

 

松尾会館 

足摺岬区長場 

大浜区長場 

中浜会館 

社会福祉センター 

対象地区 

大津 

貝ノ川浦・横峯・

歯朶ノ浦 

貝ノ川郷・鳥渕・

鉾ノ平・藤ノ川 

宗呂上・有永・

珠々玉・坂井・

木ノ川 

宗呂下 

下川口郷・下川口浦・

片粕・松山 

竜串 

平ノ段 

爪白 

上野 

斧積 

三崎浦・下ノ段 

浜益野 

下益野 

大岐 

松崎 

養老 

加久見・加久見

新町・加久見入

沢町・横道 

以布利・加久見

広畑 

久百々 

下浦・鍵掛・船場 

市野 ・々市野瀬・

大八 

小方・大川内・

長野 

立石・東谷・布郷・

布浦 

津呂・大谷・権現 

窪津 

浦尻・厚生町 

グリーンハイツ 

戎町・市場町・本町・

栄町・寿町・小江町・

浜町・汐見町・越前町・

西町・天神町 

松尾 

足摺岬 

大浜 

中浜 

幸町・中央町・元町・

旭町・緑ヶ丘 

受 付 時 間 

午前 9:00～ 9:30 

午前10:00～10:30 

 

午前11:00～11:30 
 
 

午後 1:30～ 2:00 

 

午後 2:30～ 3:00 

午後 3:30～ 4:00 

午前 9:00～ 9:30 

午前10:00～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 2:00 

午後 2:30～ 3:00 

午後 3:30～ 4:00 

午前 9:00～ 9:30 

午前10:00～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 2:00 

午後 2:30～ 3:00 

 

午後 3:30～ 4:00 

 

午前 9:00～ 9:30 

午前10:00～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 2:00 

 

午後 2:30～ 3:00 

 

午後 3:30～ 4:00 

午前 9:00～ 9:30 

午前10:00～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 2:00 

 

午後 3:30～ 4:30 

 

午前 9:00～10:00 

午前10:30～11:30 

午後 1:00～ 1:30 

午後 2:00～ 3:00 

午後 4:00～ 4:30

※上記の日程で便の採り方を説明のうえ、採便容器をお渡しします。 

大腸がん検診（対象：40歳以上）料金：300円 

11月16日 

(月)

11月17日 

(火)

11月24日 

(火)

11月30日 

（月） 

12月1日 

（火） 

12月7日 

（月） 

281121

健　　康 健康推進課　保健推進係　�(82)1111内線263・216



日　程 

11月24日(火)

締  切  日 

11月19日(木)

時　間 

午後1:30～ 
3:00

場　所 

幡多福祉事務所 
四万十市中村山手通り19

（86）0106 

（82）2248 

（85）0153 

（82）0520 

（88）0144

下 川 口 保 育 園  

浦 尻 保 育 園  

三 崎 保 育 園  

旭 保 育 園  

足 摺 岬 保 育 園  

11月 6日（水） 

11月11日（水） 

11月13日（金） 

11月17日（火） 

11月18日（水） 

園　　　名 実　施　日 
11月13日（金） 

11月20日（金）

11月27日（金） 

三崎保育園 

下ノ加江保育園 

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

実　施　日 場　　　　　所 

11月  5日（木） 

11月  6日（金） 

11月10日（火） 

11月12日（木） 

11月19日（木） 

11月24日（火） 

11月26日（木） 

内　　　容 実　施　日 

保育園に 
あそびにきませんか 

園 庭 開 放 (時間：9:30～11:30)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

秋 を楽しむ・ほうき作り  

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

リ ー ス を つ く ろ う  

秋 を 楽 し む お 散 歩  

ほ っ と タ イ ム  

 

秋を楽しむ・ほうき作り 

お 誕 生 会 　 指 人 形  

 

リ ー ス を つ く ろ う  

11月 4日(水） 

11月11日（水） 

11月18日（水） 

11月25日（水） 

内　　　容 実　施　日 

子育て支援センター 

　　　「どんぐりっこ下ノ加江」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

大岐区長場 

旧以布利保育園 

11月13日（金） 

11月20日（金） 

内　　　容 実　施　日 

おでかけ広場(時間：午前10:00～11:30) 

※11月の「おやこ広場　ほほえみ」は、2日、9日、16日、30日です。 
※23日は祝日のためお休みです。 

心の健康相談 
ひとりで悩んでいませんか？ 
お気軽にご相談ください。 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

浜町6-22　清水保育園内　 Tel(83)0033

10月の日程は、下記の通りです。（時間：午前10:00～11:00） 

健康推進課保健指導係　 (82)1111

※母子手帳とバスタオルをご持参ください。 
　困っていること、心配な事などなんでも相談して下さい。 

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張相談の場合は、午後2時～3時30分まで 
 
・申込が多数の場合は、次回になることもありますので
　ご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

11月の予定 

精神科医師による 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所　健康障害課  0880(34)5124

相談医：精神科嘱託医  

ぴよぴよクラブ　離乳食ミニ講座 

ぴよぴよクラブ　秋を楽しむほうき作り 

育 児 相 談  

日　時　平成21年12月4日（金） 
　　　　午前10時30分から午後4時まで（受付10時から） 
日　程　※午前中は10時30分より体験発表をします。 
　　　　（当事者・かけはし・家族） 
　　　　１３：３０　テーマ～笑いと健康～ 
　　　　演題「急増するうつ病・自殺者 
　　　　　　　　　　　なぜ現代社会は生きづらいのか」 
　　　　講師　財団法人新居浜病院　副院長（精神科医） 
　　　　　　　日本笑い学会四国支部代表  枝廣　篤昌  先生 
　　　　１５：３０　質疑応答 
　　　　１６：００　終了 
場　所　四万十市中村桜町２－１　四万十市立文化センター 
主　催　高知県西南地域精神障害者家族会連合会 
　　　　高知県精神障害者家族会連合会 

　がん検診受診率50％達成に向けた作品を募集・応募

の結果、小学生高学年の部から７名、高校生以上一般

の部から1名が入賞されました。おめでとうございます。 

賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

佳　作 

佳　作 

佳　作 

氏　　名 

小川　春奈(おがわ　はるな) 

吉本　梨乃(よしもと　りの) 

山 　　彩(やまさき　あや) 

井上　結友(いのうえ　ゆう) 

大谷　牧子(おおたに　まきこ) 

小川　菜穂(おがわ　なほ) 

眞 　　蘭(まはま　らん)

氏　　名 

吉本　奈央(よしもと　なお)

学　校　名 

窪津小学校 

窪津小学校 

窪津小学校 

窪津小学校 

窪津小学校 

窪津小学校 

窪津小学校 

学年 

5 

5 

5 

6 

5 

5 

6

学　校　名 

大阪芸術大学

短期大学 

学年 

1

賞 

優秀賞 

平成21年度幡多ブロック精神障害者家族研修会 

「平成21年度 がん検診50％推進キャンペーン」の作品で入賞！ 

◎小学生高学年の部 

◎高校生以上一般の部 

入 

場 

無 

料 

1129 21

健康・福祉 

土佐清水市役所
スタンプ

土佐清水市役所
スタンプ



☆11月 4日(水) 
 
 
 

☆11月 5日(木) 
 

☆11月 6日(金) 
 
 
 

☆11月10日(火) 
 
 

☆11月12日(木)

13：00～13：40 
14：00～14：20 
14：30～14：50 
 
10：50～11：10 
 
10：45～11：00 
11：40～12：00 
14：30～14：45 
 
10：30～10：50 
11：00～11：15 
 
15：30～15：50

足 摺 岬 区 長 場  
大 浜 区 長 場  
中 浜 区 長 場  
 
津 呂 区 長 場  
 
貝ノ川浦（漁港付近） 
三 崎 浦 区 長 場  
上 野 区 長 場  
 
長 　 　 笹  
下　　浦（漁港内） 
 
大岐福祉センター 

■月　日：平成２２年１月３１日（日） 
■主　催：ＮＰＯとさしみず 
■共　催：㈱デカナル 
■開　演：①昼の部 / 午後１時３０分 
　　　　　（※開場：午後１時） 
　　　　　②夜の部 / 午後６時 
　　　　　（※開場：午後５時３０分） 
■場　所：土佐清水市立市民文化会館 
　　　　　くろしおホール 
■入場料：４，８００円 ※全席指定 
■発売日：平成２１年１１月１５日（日） 
　　　　　午前10時より市民文化会館
　　　　　にて電話予約も可能です。 
　　　　　※注）その場合、座席の指定は
　　　　　出来ません。 
■お問い合わせ：市民文化会館 

　０８８０－８２－３３００ 

◎天候により日程が変更になる場合があります。 
　場所がわからない時はお問い合わせください。 

＜11月の移動図書館巡回予定＞ 
(区長場分のみ掲載しています)

図 書 館 

市民文化会館 82-3300文化会館 

(

平
日
・
土
日
共
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時)

11
月
〜
４
月
は
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。 　昨年に引き続き、図書館の催しや学校、地域で読み聞かせや 

本の紹介をしてみたい方を対象とした講座です。一緒に学ん 
でみませんか。 
　☆定　　員 ： 30人 
　☆参 加 費 ： 無料 
　☆場　　所 ： 図書館2階視聴覚室 
　☆申込み締切 ： 11月30日（月） 
　☆講　　師 ： 高知こどもの図書館職員他 
 
＜日程(時間はいずれも13:30～15:30＞ 
 ・第1回　12月6日（日） 
  　「赤ちゃん向けのおはなし会をしてみよう」 
 ・第2回　1月17日（日） 
 　 「小学生へのおはなし会をしてみよう」 
 ・第3回　2月14日（日） 
  　「ﾌﾞｯｸﾄｰｸ･ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞを聞いてみよう」 

※お申し込み、お問い合わせ：市民図書館（電話82-4151） 

平成平成2121年度おはなしボランティア講座年度おはなしボランティア講座・参加者募集参加者募集 平成21年度おはなしボランティア講座・参加者募集 

一  般  図  書 
つばくろ越え 
冤罪　ある日、私は犯人にされた 
流星さがし 
霊峰の門 
フリーター、家を買う。 
あるキング 
デパートへ行こう！ 
ダブル・ジョーカー 
水神　　上・下 
外国人墓地を見て死ね 
NHK新漢詩紀行　人生有情編 
しくみで学ぶ！正しい敬語 
石窯づくり早わかり 
炊飯器料理　改訂版 
認知症　ケアと予防の音楽療法 
１人でもできるリハビリテーション 
老後も進化する脳 
甲状腺の病気を治す本 
南海地震は予知できる 
康子十九歳戦渦の日記 
防災・救急に役立つ日用品活用法 
戦国大名一〇六家最強の系図 

 
児  童・中  高  生  図  書 

それでも、日本人は「戦争」を選んだ 
かはたれ　散在ガ池の河童猫 
ぼくらと七人の盗賊たち 
反撃 
園芸少年 
258本をうんだバット 
よかったなあ、かあちゃん 
13歳から学ぶ日本の貧困 
つんつくせんせいとふしぎなりんご 
10ぴきのかえるのおつきみ 
(他多数)  
 
市民図書館のすべての蔵書はホームページからも検索できます。 
アドレス　http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

 
志水　辰夫 
菅家　利和 
柴田　よしき 
谷　甲州 
有川　浩 
伊坂　幸太郎 
真保　裕一 
柳　広司 
帚木　蓬生 
西村　京太郎 
石川　忠久 
尾崎　喜光 
須藤　章 
ブティック社 
佐々木　和佳 
橋本　圭司 
リータ・レーヴィ・モンタルチーニ 
栗原　英夫 
中村　不二夫 
門田　隆将 
羽田　道信 
小和田　哲男 
 
 
加藤　陽子 
朽木　祥 
宗田　理 
草野　たき 
魚住　直子 
友成　那智 
西本　鶏介 
宇都宮　健児 
たかどのほうこ 
間所　ひさこ 

市民図書館新着図書 

市民図書館  (82) 4151

■
11
月
４
日（
水
） 

　
平
成
21
年
度 

土
佐
清
水
市
老
人
大
学 

■
開
　
会
　
午
後
12
時
30
分 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 
■
11
月
４
日（
水
） 

　
平
成
21
年
度 

土
佐
清
水
市
高
齢
者
芸
能
大
会 

■
開
　
演
　
午
後
２
時
30
分 

■
入
場
料
　
無
　
料 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

■
11
月
８
日（
日
） 

　
第
24
回 

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
シ
ョ
ー 

■
開
　
演
　
午
後
６
時
30
分 

■
入
場
料
　
前
売
り
券
５
０
０
円 

（
※
当
日
：
７
０
０
円
） 

■
主
　
催
　
清
水
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会 

 

■
11
月
10
日（
火
） 

　
平
成
21
年
度 

土
佐
清
水
市
戦
没
者
追
悼
式 

■
開
　
式
　
午
前
10
時
30
分 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市 

 

■
11
月
18
日（
水
） 

　
人
権
啓
発
映
画「
ひ
め
ゆ
り
」 

■
開
　
演
　
①
午
後
１
時
20
分 

　
　
　
　
　
②
午
後
７
時 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市 

 

■
11
月
20
日（
金
） 

　
第
27
回 

土
佐
清
水
市
中
学
校
音
楽
交
流
会 

■
開
　
演
　
午
後
１
時 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会
・
土

　
佐
清
水
市
中
学
校
音
楽
交
流
会
実
行
委
員
会 

 

■
11
月
23
日（
月
） 

　
和
気
藹
々
歌
謡
シ
ョ
ー 

２
０
０
９ 

■
開
　
演
　
午
後
６
時 

■
入
場
料
　
無
　
料 

■
主
　
催
　
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
幸
町 

 

■
11
月
25
日（
水
） 

　
清
水
小
学
校
校
内
音
楽
祭 

■
開
　
演
　
午
前
９
時 

■
主
　
催
　
清
水
小
学
校 

 

■
11
月
27
日（
金
） 

　
清
水
地
区
小
学
校
音
楽
交
流
会 

■
開
　
演
　
午
前
９
時
15
分 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

 

■
11
月
28
日（
土
） 

　
土
佐
清
水
市 

健
康
と
福
祉
ふ
れ
あ
い

　
祭
り
２
０
０
９ 

　（
第
42
回
土
佐
清
水
市
社
会
福
祉
大
会
） 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
・
土
佐
清
水
市

　
社
会
福
祉
協
議
会 

■
開
　
演
　
午
後
１
時 

■
入
場
料
　
無
　
料 

 

■
11
月
29
日（
日
） 

　
龍
馬
の
手
紙
を
読
む
朗
読
・
コ
ン
サ
ー
ト 

■
開
　
演
　
午
後
１
時
30
分 

■
入
場
料
　
無
　
料 

■
主
　
催
　
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念

　
館
・
文
化
庁
・
高
知
県 

 

■
11
月
30
日（
月
） 

　
第
37
回 

土
佐
清
水
市
中
学
生
弁
論
大
会 

■
開
　
演
　
午
後
２
時 

■
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
青
少
年
対
策

　
推
進
本
部
・
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

 

ＮＰＯとさしみず事業 

オラ、エンターティナーだコンサートオラ、エンターティナーだコンサート オラ、エンターティナーだコンサート 
千昌夫 千昌夫 

301121



文 芸 

日 月 火 水 木 金 土 

カレンダー 
11月 市役所予定 上段 

中段 

下段 

文化会館貸館 

図書館 

犬猫保護(市役所環境課)

犬猫保護(市役所環境課)

14：00

14：00

14：00

14：00

11：00

11：00

11：00

11：00

10：00行政相談(市役所市民室)10：00年金相談(市役所市民課)

龍馬の手紙を読む朗読・ｺﾝｻｰﾄ 

紙芝居 

紙芝居 読み聞かせ 

紙芝居 11：00読み聞かせ 祝日休館 

祝日休館 

休館　図書整理日 

じんべえ市 

カラオケ歌謡ショー 

土佐清水市中学校音楽交流会 

清水地区小学校音楽交流会 健康と福祉ふれあい祭り2009

紙芝居 

和気藹々歌謡ショー2009

土佐清水市中学生弁論大会 

清水小学校校内音楽祭 

土佐清水市戦没者追悼式 

・土佐清水市老人大学 
・土佐清水市高齢者芸能大会 

英語の絵本読み聞かせ  16:30

英語の絵本読み聞かせ  16:30

人権啓発映画「ひめゆり」 

英語の絵本読み聞かせ  16:30映　画 

11：00映　画 

図 書 の 展 示 図 書 の 展 示 
◆11月の「スタインウェイピアノ」一般無料開放日 

■11月17日（火）　午前9時～午後5時 

※利用希望者は文化会館までお問い合わせください。 
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か
　 

し 

や
く
　
び 

ひ  

が 

ん 

ま
ん 

じ
ゅ 

し
ゃ 

げ 

よ
ね  

わ
か 

さ
ま 

つ 

お
　 

は
　 

こ 

ぎ
ょ
う
て
ん 

い 

か 
ん 

か
ら 

く
に 

ご 

じ
ゅ
う
ね
ん 
そ
ろ 

み
　 

そ 

　
じ 

あ
ふ 

か
ん 

れ
き 

い
　 

ま 

う
た
げ 

か
す 

ゆ 

　
俳
　
　
句 

サ
ー
フ
ァ
ー
の
集
う
小
浦
や
土
用
波 

布
　
桧
垣
由
喜
恵 

夜
も
更
け
て
語
り
か
け
た
り
虫
の
声 

布
　
川
村
美
代
香 

一
役
を
終
え
し
案
山
子
が
積
れ
け
り 

布
　
西
山
　
誠
子 

新
米
の
十
二
袋
を
内
蔵
へ 

布
　
岡
部
　
啓
子 

生
い
茂
る
夏
草
引
き
て
眺
め
け
り 

布
　
野
並
　
豊
美 

身
の
こ
な
し
茶
髪
の
似
合
う
踊
り
か
な 

下
ノ
加
江
　
宮
崎
宇
佐
美 

天
気
図
の
渦
の
気
に
な
る
厄
日
か
な 

加
久
見
新
町
　
岡
本
　
　
尚 

引
き
潮
か
波
音
靜
か
秋
の
雨 

大
　
岐
　
天
野
　
幾
恵 

秋
晴
の
大
声
響
く
餅
拾
ひ 

浦
　
尻
　
上
原
　
宣
子 

宮
参
り
育
く
む
子
ら
の
期
待
強
し 

竜
　
串
　
浜
平
由
美
子 

窓
に
き
し
虫
に
手
を
止
め
厨
妻 

三
　
崎
　
上
田
み
つ
え 

庭
闇
の
深
さ
に
鳴
け
る
虫
名
残 

三
　
崎
　
小
南
　
綾
子 

大
空
に
ト
ン
ビ
舞
ち
る
晩
秋
の 

上
　
野
　
野
村
　
綾
子 

赤
き
花
咲
き
み
だ
れ
い
る
秋
彼
岸 

三
　
崎
　
平
野
寿
栄
喜 

柿
く
え
ば
口
び
る
さ
む
し
秋
の
風 

し
お
さ
い
　
野
老
山
庄
一
郎 

母
連
れ
て
あ
ち
こ
ち
め
ぐ
る
曼
珠
沙
華 

足
摺
岬 

の
　
ぎ
　
く 

コ
ス
モ
ス
の
共
助
で
風
に
耐
え
て
咲
き 

小
江
町
　
形
岡
　
幸
子 

妹
を
お
も
い
出
さ
せ
る
秋
の
月 

三
　
崎
　
原
　
の
り
子 

　
短
　
　
歌 

陽
留
ま
り
に
優
し
く
愛
し
い
秋
桜
や

可
憐
姿
に
心
も
揺
れ
る 

本
　
町
　
浦
岡
　
輝
子 

た
ら
い
船
米
若
様
の
な
に
わ
ぶ
し

小
木
の
岬
に
思
い
出
今
も 

松
　
尾
　
久
能
　
澄
江 

秋
暮
れ
し
温
舟
に
浸
か
り
て
十
八
番

出
ゆ
音
頭
取
り
し
は
虫
の
声
な
り 

以
布
利
　
畠
中
　
類
子 

人
の
妻
散
る
も
仰
天
若
き
身
を 

如
何
に
惜
し
き
か
空
国
に
逝
き
つ 

布
　
橘
　
　
光
子 

五
拾
年
二
人
揃
う
て
迎
え
ら
れ 

残
る
三
十
路
を
三
日
月
に
祈
り
ぬ 

松
　
尾
　
戎
井
　
繁
子 

敬
老
の
喜
び
溢
れ
て
伝
統
の 

今
年
も
迎
え
て
松
尾
会
場 

加
久
見
新
町
　
二
神
　
若
榮 

縄
く
り
を
見
れ
ば
浮
か
び
し
亡
き
叔
母
を

叔
父
と
二
人
で
あ
く
と
り
の
よ
う
に 

旭
　
町
　
中
村
　
永
子 

葬
の
列
あ
の
娘
の
好
き
な
あ
の
唄
を 

涙
な
が
ら
に
口
ず
さ
む
我 

布
　
宮
崎
　
敏
子 

 

　
川
　
　
柳 

悲
し
み
も
あ
な
た
を
見
る
と
半
分
に 

下
川
口
　
井
上
美
由
亀 

へ
べ
れ
け
は
家
の
布
団
に
投
げ
込
ま
れ 

元
　
町
　
だ
れ
・
弥
助 

多
い
つ
も
り
さ
れ
ど
少
な
い
分
別
な
り 

竜
　
串
　
浜
平
　
　
健 

還
暦
の
今
日
の
良
き
日
に
花
の
宴 

下
ノ
加
江
　
村
　
一
　
人 

夕
月
も
幽
か
に
震
う
蓮
光
寺 

母
　
娘
　
鳥 

人
柄
が
う
っ
す
ら
見
え
る
し
や
え
ん
じ
り 

以
布
利
　
や
ま
だ
の
爺 

○生誕100年の作家たちの本　　　　　　　　　 ～11/30 
○ダーウィン生誕100年・生物に関する本　　　～11/30 
○読書王たちのおすすめ本　　　　　　　　　　～11/ 9 
○新型インフルエンザに関する本　　　　11/10～12/14

　
道
を
歩
い
て
い
る
と
ど
こ
か
ら
か

金
木
犀
の
香
り
が
し
て
き
ま
す
。 

　
澄
ん
だ
空
と
金
木
犀
の
香
り
、
芸
術
、

読
書
、
食
欲
と
色
ん
な
も
の
に
た
と

え
ら
れ
る
秋
、
一
年
を
と
お
し
一
番

活
動
し
や
す
い
時
季
な
の
で
し
ょ
う
。 

　
秋
、
市
内
各
地
で
は
恒
例
の
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
幼
稚
園
と
保

育
園
の
運
動
会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。 

　
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
小
さ
な
子

ど
も
達
が
様
々
な
競
技
（
？
）
を
競
い

ま
す
。 

が
、
ト
ラ
ッ
ク
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

す
る
子
ど
も
や
親
ば
か
り
が
気
に
な

っ
て
止
ま
っ
て
し
ま
う
子
、
こ
れ
以

上
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
か
の
よ
う
に

満
面
の
笑
顔
で
走
る
子
、
ポ
テ
ポ
テ

ッ
と
し
た
体
形
に
ブ
カ
ブ
カ
の
体
操

服
を
着
て
な
ん
と
も
か
わ
い
ら
し
い
。 

　
最
近
の
運
動
会
は
、
家
族
総
出
で

応
援
に
行
く
事
が
多
く
、
少
子
化
の
今
、

子
ど
も
達
よ
り
も
応
援
の
大
人
の
人

数
が
は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
見
る
側
の
大
人
達
を
見
回
す
と
み

ん
な
自
然
と
優
し
い
笑
顔
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
私
も
そ
の
日
を
ふ
ん
わ
り
と
優
し

い
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
現
代
社
会
は
多
く
の
人
が
ス
ト
レ

ス
を
か
か
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
、
解
消
法
も
多
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
す
ぐ
身
近
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
さ
せ
て
く
れ
る
笑
顔
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も
ら

え
た
秋
の
一
日
で
し
た
。 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 
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第49回 土佐清水市美術展覧会 

日曜営業ガソリンスタンド 

11/　1（日） 
 
 
11/　8（日） 
 
 
11/15（日） 
 
11/22（日） 
 
 
11/29（日） 
 
 
12/　6（日） 

江口石油（大岐） 
福山石油（足摺岬） 
日新石油（三崎） 
久松石油（越前町） 
橋詰石油（下ノ加江） 
三浦石油（三崎） 
カネニ石油（旭町） 
安田石油（下ノ加江） 
仙石石油（下ノ加江） 
たけだ石油（元町） 
日新石油（三崎） 
江口石油（大岐） 
福山石油（足摺岬） 
三浦石油（三崎） 
久松石油（越前町） 
橋詰石油（下ノ加江） 

11/　1（日） 
11/　3（火） 
11/　8（日） 
11/15（日） 
11/22（日） 
11/23（月） 
11/29（日） 

渭南病院 
松谷病院 
渭南病院 
松谷病院 
松谷内科 
渭南病院 
松谷病院 

越前町 

天神町 

越前町 

天神町 

栄　町 

越前町 

天神町 

☎82-1151 

☎82-0001 

☎82-1151 

☎82-0001 

☎82-1377 

☎82-1151 

☎82-0001

総数  
男 
女 
出生 
死亡 
世帯数 

16,870 
7,875 
8,995 

7 
31 

8,144

-19 
-13 
- 6 
+ 1 
+ 5 
- 2

前月比 

※当直医に変更がある場合があります。 
　電話等で確かめてから行きましょう。 

当 番 医 

発 行 

市民の動き 平成21年9月31日現在 

洋画「光る海Ⅱ」岡本　英香 

写真「雨あがり」岡林　勝美 

書道『臨 張玄墓誌銘」岡林　勝美 

日本画「春のひととき」上原　裕子 

工芸「拍手のおこる瞬間」藤井　敬子 

特
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賞
作
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